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海
外
旅
行
の
水
先
案
内
人

と
し
て
長
ら
く
茶
の
間
を
賑

わ
せ
て
い
た
兼
高
か
お
る
さ

ん
は
、
当
協
会
の
前
進
で
あ

る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協

議
会
の
発
足
に
い
の
一
番
に
賛

同
し
つ
つ
「
で
も
ね
え
エ
コ

は
エ
コ
ノ
ミ
イ
の
安
い
旅
行

と
捉
え
る
人
も
ま
だ
多
い
か

ら
ま
ず
は
そ
の
辺
り
か
ら
は

じ
め
な
い
と
ね
」
と
言
い
な

が
ら
も
発
起
人
代
表
を
引
き

受
け
て
く
れ
た
。
本
誌
の
表

題
を
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

し
た
の
は
、
ま
ず
Ｅ
Ｃ
Ｏ
は

Ecology

の
意
味
で
あ
る
こ

と
を
定
着
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
と
の
思
い
も
あ
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
四
半
世
紀
、
人

間
同
士
の
愚
か
な
争
い
は
や

ま
ず
、
宇
宙
船
地
球
号
の
危

機
は
依
然
と
し
て
そ
の
度
を

早
め
て
い
る
。

　

し
か
し
創
刊
か
ら
25
年
日

本
で
唯
一
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

専
門
誌
と
し
て
１
０
０
号
を

重
ね
た
小
冊
子
が
わ
が
国
で

の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
に

果
た
し
た
役
割
は
決
し
て
小

さ
く
な
い
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
い
う
言
葉
が
確
実
に
社
会

に
定
着
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を

ま
ず
は
喜
び
た
い
。

（
高
梨
洋
一
郎		

Ｊ
Ｅ
Ｓ
副
会
長
）

法 人 会 員 紹 介  

日産自動車株式会社

脱炭素化に貢献する電気自動車で
観光地を訪問すると割引など優遇
を受けられる施策を各地で展開して
います。

■法人会員　企業・団体名：NPO	法人赤目四十八滝渓谷保勝会 /奄美群島エコツーリズム推進協議会 /一般社団法人移住・交流推進機構 /岩手県二戸市/
合資会社浦内川観光 /一般社団法人エコロジック/認定特定非営利活動法人	エバ―ラスティング・ネイチャー/愛媛県 /	NPO	法人奥入瀬自然観光資源研究
会 /大分県アウトドア事業推進協議会／一般社団法人小笠原村観光協会 /	NPO法人おきなわ環境クラブ/沖縄県環境部自然保護課 /有限会社オズ /株式会
社風の旅行社 /環白神エコツーリズム推進協議会 /一般財団法人休暇村協会 /京都一周トレイル会株式会社 /近畿日本ツーリスト株式会社公務営業支店 /く
まの体験企画/ぐりーんぴーす株式会社/下呂市エコツーリズム推進協議会/一般社団法人元気インターナショナル/神津島エコツーリズム推進協議会/	五色ヶ
原の森案内人の会 /こしきツアーズ株式会社 /株式会社コスモスイニシア/株式会社五千尺 /サービス・ツーリズム産業労働組合連合会 /株式会社山岳太郎	/
株式会社ジェーシービー/株式会社	JCBトラベル/一般財団法人自然公園財団 /株式会社	JTB	/ 株式会社	JTBガイアレック/	JTB	協定旅館ホテル連盟 /	JTB	
グループ労働組合連合会 /株式会社	JTBコミュニケーションデザイン/一般社団法人全国旅行業協会 /全日本空輸株式会社 /大山山麓・日野川流域観光推進
協議会 /株式会社高田松原 /特定非営利活動法人たてやま・海辺の鑑定団	/谷川岳エコツーリズム推進協議会 /一般社団法人対馬CAPPA/	東京都 /東京都
小笠原村/公益財団法人東京観光財団 /東急株式会社 /東急ホテルズ＆リゾーツ株式会社 /株式会社東武トップツアーズ株式会社 /公益財団法人	トトロのふ
るさと基金 /東北リゾートサービス株式会社 /一般社団法人	大山観光局/富山県上市町/公益財団法人名古屋市民休暇村管理公社 /株式会社	日光自然博物
館	/日産自動車株式会社 /公益社団法人日本観光振興協会 /日本航空株式会社 /公益財団法人日本交通公社 /	公益財団法人日本修学旅行協会 /公益社団法
人日本ナショナル・トラスト協会 /	NPO法人日本ヘルスツーリズム振興機構 /株式会社日本旅行	/一般社団法人日本旅行業協会 /株式会社博報堂 /一般社団
法人幡多広域観光協議会 /	富士北麓ユニバーサルアドベンチャーツーリズム協議会	/公益社団法人富士宮市観光協会	/ 東近江市エコツーリズム推進協議会 /
東日本旅客鉄道株式会社 /	NPO	法人飛騨小坂	200	滝 /株式会社ピッキオ/株式会社フィールド&マウンテン/福島県北塩原村/富士急行株式会社 /ベルト
ラ株式会社 /北海道弟子屈町/北海道旅客鉄道株式会社 /Mt.6	/一般社団法人	摩周湖観光協会 /一般社団法人松本観光コンベンション協会 /三井住友海上火
災保険株式会社 /株式会社未来政策研究所/宮崎県串間市/株式会社モンベル/	公益財団法人屋久島環境文化財団 /株式会社八ヶ岳登山企画 /株式会社や
まぼうし/NPO法人湯来観光地域づくり公社 /合同会社	ルーツ＆フルーツ「富士山ネイチャーツアーズ」	/財団法人ロングステイ財団	　（2024 年3月末現在）
　　　　　　　　　		　　	　　　　　　　　

認定NPO法人エバーラスティング・
ネイチャー（ELNA）

「豊かな海と人々の暮らしや文化が
共存できる社会の実現」を目指し、
アジア地域で海洋生物の保全活動
を行う。

合同会社	ルーツ＆フルーツ
「富士山ネイチャーツアーズ」

「富士山の知られざる魅力に出会う
自然旅行」をテーマに富士山でエ
コツアーの企画実施と環境保全活
動を実施しています。

京都の自然・文化等を楽しんでい
ただく機会を創出するため、トレイ
ルコースの開設や保全、活用など
に取り組んでいます。

編集後記
事務局通信 

京都一周トレイル会

会議等実施・派遣報告
（2023年12月～2024年3月）

12/2	 第15回全国エコツーリズム
	 学生シンポジウム開催
12/8	 神津島村エコツーリズム推進協議会開催
12/13	 滋賀県長浜市フォーラム「観光を軸とした
	 持続可能な地域づくりとは」開催
12/19,21	奄美群島エコツアーガイド更新講習開催
1/10-11	 滋賀県長浜市ガイド技術講習会開催
1/15-17	 エコツーリズムガイド講習会in伊那開催
2/8	 農業遺産認定地域の情報発信に関する研修会
	 （農水省）
2/15,27	 環境省人材育成インバウンド研修開催
2/16	 内閣府SDGｓ勉強会出席
2/22	 奥入瀬渓流エコツーリズムプロジェクト
	 実行委員会出席
2/26		 第19回エコツーリズム大賞表彰式
	 奈良県教育委員会・ALネットワーク運営指導
	 委員会出席（web開催）

3/13　	 (一社)日本サステナブルツーリズム
	 イニシアティブ設立シンポジウム出席
3/26　	 JES理事会
3/29　	 下呂市エコツーリズム推進協議会出席

JES行事予定（2024年4月～）
5/22	 JES理事会
6月　	 JES総会

表紙写真：高知県黒潮町・砂浜美術館（第 19回エコツーリズム大賞受賞）

Go to the next stage !

季刊 旅から始まるエコとの出会い Travel meets Eco

エコツーリズムを通して世界の平和を実現したい
海津ゆりえ（文教大学教授、日本エコツーリズム協会運営役員・会報編集長）
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エコツアー等の市場規模
～エコツアーがもたらす経済効果について

エコツーリズムの現場から

ハワイ州・アメリカ合衆国
世界のエコツーリズムサイト

 特集
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会
報
１
０
０
号 

巻
頭
言

本
誌
『
季
刊
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ツ
ー
リ
ズ
ム
』
は
１
９
９
８
年
７
月
に
創
刊
号
、

以
後
概
ね
年
４
回
発
行
を
続
け
て
25
年
。

こ
の
た
び
１
０
０
号
を
お
届
け
で
き
た
こ
と
、
会
員
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

１
０
０
号
の
節
目
に
際
し
、
ま
ず
は
こ
れ
ま
で
の
会
報
を
振
り
返
り
、

次
の
１
０
０
号
に
向
け
た
展
望
を
論
じ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
頂
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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　東
日
本
大
震
災
か
ら
５
ヶ
月
余
り
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
興
が
実
現
す
る
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　古
く
か
ら
息
づ
く
「
雑
穀
食
文
化
」
を
地
域
の
誇
り
に
、
宝
と
と
も
に
生
き

る
ま
ち
づ
く
り
と
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
復
興
支
援
を
、
こ
こ
岩
手
・
二
戸

か
ら
全
国
に
発
信
す
る
た
め
に
、
今
秋
「
全
国
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
会
in
岩
手

に
の
へ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　二
戸
市
は
岩
手
県
の
北
端
、
青
森
県
と
県
境
を
接
す
る
人
口
約
３
万
人
の

ま
ち
で
す
。
昔
か
ら
夏
に
吹
く
「
や
ま
せ
」
の
影
響
に
よ
り
冷
害
に
見
舞
わ

れ
る
こ
と
か
ら
、
二
戸
市
で
は
稲
作
が
難
し
く
畑
作
中
心
の
農
業
が
営
ま
れ

て
き
ま
し
た
。
昭
和
30
年
頃
ま
で
雑
穀
が
常
食
で
、
盆
と
正
月
や
特
別
な
祝

い
事
が
な
け
れ
ば
白
い
米
は
口
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
い
、
村

の
お
年
寄
り
は
貧
困
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
雑
穀
を
遠
ざ
け
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、平
成
に
入
っ
て
新
た
な
地
域
の
資
源
調
査
「
宝
さ
が
し
」

に
よ
り
そ
の
存
在
が
一
転
し
ま
す
。
か
つ
て
は
貧
し
さ
の
象
徴
の
よ
う
に
言
わ

れ
て
い
た
雑
穀
が
、
実
は
飢
饉
な
ど
幾
多
の
食
糧
難
を
乗
り
越
え
る
た
め
の

貴
重
な
生
き
る
糧
と
し
て
、
米
よ
り
も
優
れ
た
栄
養
価
を
有
す
る
「
宝
」
だ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

 

二
戸
市
の
地
勢
・
戸へ

の
つ
く
地
名

　東
は
北
上
山
地
、
西
は
奥
羽
山
脈
に
囲
ま
れ
、
市
の
中
央
を
流
れ
る
馬ま

淵べ
ち

川が
わ

に
沿
っ
て
市
街
地
が
広
り
、
市
の
中
心
部
に
２
０
０
２
年
に
開
業
し
た
東
北
新

幹
線
二
戸
駅
が
あ
り
ま
す
。
電
車
で
も
車
で
も
利
用
し
や
す
い
交
通
網
を
有
し

て
い
ま
す
。

　岩
手
県
北
と
青
森
県
南
に
か
け
て
地
名
に
「
戸
」
が
つ
く
市
町
村
が
一
戸
か

ら
九
戸
ま
で
あ
り
ま
す
。
四
戸
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
名
称
は
、
昔
こ

の
地
域
を
治
め
て
い
た
南
部
藩
に
よ
る
馬
の
牧
場
管
理
の
区
分
け
を
表
し
て
お

り
、
か
つ
て
は
「
南
部
馬
」
と
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
る
程
の
馬
産
地
で
し
た
。

 

町
に
人
に
息
づ
く
歴
史

　古
代
最
北
の
仏
教
文
化
の
中
心
地
と
し
て
長
い
歴
史
を
刻
む
古
刹
「
天
台
寺
」

は
、地
元
で
は
畏
敬
と
愛
着
を
込
め
て
「
御
山
（
お
や
ま
）」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

参
道
に
は
、
名
誉
住
職
の
瀬
戸
内
寂
聴
師
が
京
都
か
ら
株
分
け
し
た
紫
陽
花
が

咲
き
ほ
こ
り
ま
す
。

　戦
国
の
世
に
は
、三
方
を
川
で
囲
ま
れ
難
攻
不
落
と
さ
れ
た
「
九く
の
へ戸

城
跡
」
で
、

豊
臣
秀
吉
の
天
下
統
一
に
反
旗
を
掲
げ
た
武
将
・
九く
の
へ
ま
さ
ざ
ね

戸
政
実
と
豊
臣
軍
と
の
攻

防
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
九
戸
政
実
は
結
局
だ
ま
し
討
ち
に
合
い
斃
れ

ま
し
た
が
、
信
念
と
誇
り
を
貫
い
た
反
骨
精
神
は
、
後
の
人
々
に
も
通
じ
る
気

概
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。   

  

鮮
や
か
な
四
季
の
移
ろ
い

　県
北
随
一
の
景
勝
地
「
馬ば

仙せ
ん

峡き
ょ
う」

に
は
、
国

の
名
勝
指
定
を
受
け
た
日
本
一
の
大
き
さ
を
誇

る
夫
婦
岩
、「
男
神
岩
」「
女
神
岩
」
の
二
大
巨

岩
が
そ
び
え
、
新
緑
か
ら
紅
葉
、
雪
化
粧
へ
と

清
流
に
映
る
様
は
ま
さ
に
絶
景
で
す
。

　東
北
の
短
い
夏
を
謳
歌
す
る
よ
う
に
７
月
中

旬
に
は
、
ブ
ナ
の
原
生
林
が
残
る
折お
り

爪つ
め

岳だ
け

（
標

高
８
５
２
m
）
山
頂
付
近
で
、
お
よ
そ
百
万
匹

以
上
と
言
わ
れ
る
ヒ
メ
ボ
タ
ル
の
光
の
乱
舞
が

見
ら
れ
ま
す
。
国
内
最
大
級
と
い
わ
れ
る
ヒ
メ
ボ
タ
ル
の
生
息
地
を
地
元
ガ
イ

ド
の
案
内
で
鑑
賞
で
き
ま
す
。

 

日
本
一
の
漆
の
郷

　主
な
産
業
は
、
若
鶏
、
葉
た
ば
こ
、
雑
穀
、
生
漆
な
ど
で
、
全
国
で
も
有
数

の
産
地
で
す
。
特
に
漆
は
昔
か
ら
良
質
な
漆
が
取
れ
、
国
産
漆
の
80
％
が
二
戸

市
浄
じ
ょ
う

法ぼ
う

寺じ

を
中
心
と
す
る
地
域
で
取
ら
れ
た
も
の
で
す
。「
浄
法
寺
漆
」
は
、

第
三
者
機
関
に
よ
り
認
証
さ
れ
、
全
国
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
わ

て
短
角
和
牛
の
生
産
も
盛
ん
で
、
稲い
な

庭に
わ

岳だ
け

の
す
そ
野
に
広
が
る
高
原
で
放
牧
さ

れ
、
澄
ん
だ
空
気
と
水
、
無
農
薬
の
牧
草
で
の
び
の
び
と
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
戸
の
宝

二
戸
の
宝
さ
が
し

20
年
の
歩
み

　二
戸
市
の
「
宝
さ
が
し
」
は
、
平
成
４
年
、「
楽
し
く
美

し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
公
約
に
掲
げ
、
二
戸
市
長
選
に
初
当

選
し
た
小
原
豊
明
前
市
長
の
も
と
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
、

前
市
長
は
「
市
民
は
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
二
戸
の
こ

と
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
」、「
そ
こ
を
明
ら

か
に
し
な
い
限
り
本
当
の
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
の
は
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
が
自
分
た
ち
の
目
で
暮
ら

し
て
い
る
こ
の
ま
ち
を
見
る
、
自
分
た
ち
の
二
戸
は
こ
ん

な
所
だ
と
い
う
こ
と
を
く
み
取
る
、
自
然
や
文
化
、
産
業

な
ど
の
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
地
域
の
人
々
が
誇
り
を
も
っ

て
他
の
地
域
の
人
に
宝
を
示
し
て
地
域
振
興
に
つ
な
げ
よ

う
と
、新
た
な
資
源
調
査
「
宝
さ
が
し
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　市
は
同
年
９
月
、
市
内
９
地
区
で
「
楽
し
く
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
地
区
懇
談
会
」
を
開
催
。
10
月
に
は
各
種
団
体
や
一

般
公
募
で
選
ば
れ
た
30
人
と
市
職
員
29
人
か
ら
な
る
「
楽
し

く
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

同
委
員
会
で
は
、
全
世
帯
を
対
象
に
情
報
を
求
め
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
。
約
７
千
４
百
件
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
委
員
会
は
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
に
よ
り
見
つ

か
っ
た
宝
を
自
然
、
生
活
環
境
、
歴
史
・
文
化
、
産
業
、
名
人
、

要
望
の
６
つ
の
分
野
に
分
け
て
整
理
し
、
活
用
策
と
方
向

性
を
定
め
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
地
区
毎
の
宝
マ
ッ
プ
を
作
り
、
宝
の
案
内
板
、

説
明
板
、
誘
導
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
宝
め
ぐ
り
ツ

ア
ー
や
宝
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
市
民
が
自
ら
の
宝

を
「
磨
き
」「
誇
る
」「
伝
え
る
」
活
動
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。
平
成
12
年
に
は
「
二
戸
市
宝
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
条
例
」
の
施
行
。
平
成
19
年
に
は
、
第
３
回
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
大
賞
特
別
賞
を
受
賞
し
、
事
業
開
始
か
ら
20
年
た
っ

た
今
な
お
「
宝
さ
が
し
」
の
活
動
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

天台寺例大祭

稲庭岳のすそ野に広がる高原

岩
手
県
二
戸
市
総
合
政
策
部
地
域
振
興
課

　佐
藤
和
貴

刈り取った「ひえ」を畑で乾燥させる「ひえしま」と夕日

秋の馬仙峡

浄法寺の漆林。幹の傷は樹液（漆）を採取した後

海
津
ゆ
り
え 

Y
u

rie
 K

a
iz

u

文
教
大
学
教
授
、

日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
運
営
役
員
・

会
報
編
集
長
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地 球 を 大 切 にする旅 人へJESとエコツーリズム

日本エコツーリズム協会（Japan Ecotourism Society, JES）は、エコツーリズムの推進を目指す特定非営利活
動法人（NPO）です。エコツーリズムの理念を日本国内に普及し、一人でも多くのエコツーリストを育むことを目
的に設立されました。
●活動目的
エコツーリズムの普及促進
地域振興、地域と共に創る持続可能な観光の促進
観光による環境と文化への社会的貢献
●沿革
1998 年 3 月：エコツーリズム推進協議会（JES）として設立
2002 年 7 月：エコツーリズムの広がりとともに「日本エコツーリズム協会」へと改名
2003 年 2 月：特定非営利活動法人（NPO 法人）として内閣府より許可を得る
2013 年 2 月：東京都知事登録旅行業　第 2-6622 号　登録

JES の事業
エコツーリズムを広めるために
JES はエコツーリズムの普及を目指し、多岐に
わたる事業を展開しています。エコツーリズム
に取り組む自治体や協議会、NPO、事業者な
どの団体の方には取組段階に応じたサポートを
しています。それ以外にも、シンポジウムの開
催、旅行や観光などのイベントへの出展、国内
外のエコツーリズムに関する情報発信、広報活
動などを通じて、エコツーリズムに関わる様々
な人を支援する活動を行っています。

【取組段階に応じたサポート】
●取り組みへの機運の醸成、資源の掘り起し
・エコツーリズムを理解するための講師派遣・紹介
・	地域の資源（宝）を掘り起こす「宝さがしワーク
ショップの実施

●人材育成とプログラムの企画・開発
・エコツーリズムの担い手のひとつ、エコツアーガ
イド・プロデューサー養成講習会の実施

	 【実績】講習会修了者は1000人以上（2017年）
・	地域の資源を活用したエコツアー・プログラムの
企画立案及びモニターツアーの実施（旅行業 2種）
・エコツアー向け保険（傷害保険・賠償責任保険の
提供）

●マーケティングと商品化、持続化
・	観光客の意識調査
・	エコツーリズムの取り組みを全国に発信する「エ
コツーリズム全国大会」などの開催

・	エコツーリズム推進のためのビジョン、計画づくり
	 【実績】谷川岳エコツーリズム推進全体構想、鳥羽エコツーリ
ズム推進全体構想作成支援

【広報、情報発信、ネットワークづくり】
●情報発信・広報
・各地の優良な取り組みを表彰するエコツーリズム
大賞の実施

・グッドエコツアー、エコツアー総覧などを通じた
エコツアーの紹介

・旅行や観光などのイベントへの出展
・会報誌の発行（年 4回）
・JESフォーラム、エコツーカフェの開催
・海外のエコツーリズム関係団体との交流		など

人材養成講座

About	JES
Japan	Ecotourism	Society	(JES)	 is	a	non-profit	organization	that	aims	to	promote	the	concept	of	
ecotourism	in	Japan.	We	have	been	working	actively	for	the	awareness	of	the	conservation	of	
the	nature,	 local	community’s	benefits	and	sustainable	tourism.	We	support	people	who	involve	
ecotourism	by	creating	network,	consulting,	holding	symposiums	and	exhibitions	and	so	on.	We	
also	have	a	role	of	travel	agency	to	plan	eco-tours	for	foreign	visitors.	

We	publish	a	quarterly	magazine	featuring	ecotourism	trends	and	latest	eco-tour	information	in	all	
of	Japan.	So	if	you	are	interested	in	some	topics	or	themes	regarding	Ecotourism	in	Japan,	please	
contact	JES.	We	welcome	everyone	to	join	our	activities.

Contact
3F	IK	Building,	2-24-9	Kamioosaki	Shinagawa,	Tokyo,	
JAPAN,	141-0021
tel	:	+81-3-5437-3080　fax	:	+81-3-5437-3081
E-mail	:	ecojapan@alles.or.jp
URL	:	http://www.ecotourism.gr.jp/

NPO 法人日本エコツーリズム協会（JES）
〒141-0021　東京都品川区上大崎 2-24-9　アイケイビル3F
TEL：03-5437-3080　FAX：03-5437-3081
E-mail：ecojapan@alles.or.jp
URL:http://www.ecotourism.gr.jp/

表紙写真：宮崎県串間市、都井岬

JES の会員になるには、こちらまで	→

グッドエコツアー

全国エコツーリズム大会

Japan Ecotourism Society(JES)
日本エコツーリズム協会の活動紹介

NPO 法人日本エコツーリズム協会役員
【会長】	 愛知和男　日本エコツーリズム協会　会長
【副会長】	 阿部宗広　一般財団法人自然公園財団　専務理事
　　　　　田川博己　株式会社ジェイティービー代表取締役会長
【理事】	 33 名

Feel the Mother Nature

地
球
を
感
じ
る

旅
に
出
よ
う
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エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
し
て

世
界
の
平
和
を
実
現
し
た
い

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
何
か
。

夢
を
論
じ
た
黎
明
期
の
会
報

　
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
は
、
自
然
が
も
つ
価
値
を
守
り
な
が
ら
伝
え
、
活

か
し
、
持
続
的
な
地
域
社
会
を
創
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
そ
の
時
の
自

然
は
海
外
で
は
人
が
手
を
加
え
な
い
原
生
的
自
然
が
多
く
、
日
本
で
は
人

が
関
わ
っ
て
き
た
身
近
な
自
然
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
20
世
紀
後
半
の
国
際
観
光
ブ
ー
ム
の
た
だ
中
で
生
ま
れ
、
世
界
共
通
の

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
ま
し
た
。

　

創
設
当
初
の
数
年
の
会
報
で
は
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
何
か
」
を
論

じ
る
記
事
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
創
刊
号
（
１
９
９
８
）
の
冒
頭
、

会
長
に
就
任
い
た
だ
い
た
兼
高
か
お
る
さ
ん
は
「
自
然
環
境
と
い
う
固
有

の
文
化
を
護
り
な
が
ら
、
地
球
に
優
し
い
観
光
の
あ
り
方
を
推
進
し
て
い

こ
う
と
い
う
意
図
の
も
と
に
、
こ
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
（
注

１
）
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
…
（
中
略
）
…
旅
行
者
、
地
域

住
民
、
旅
行
会
社
、
研
究
者
、
そ
し
て
行
政
の
五
角
形
を
構
成
す
る
関
係

者
の
方
々
が
一
堂
に
会
し
、
情
報
交
換
を
重
ね
な
が
ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
健
全
な
推
進
の
道
を
一
歩
一
歩
着
実
に
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
、
日

本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
）の
役
割
を
簡
潔
に
宣
言
し
て
い
ま
す
。

実
は
会
報
の
編
集
や
Ｊ
Ｅ
Ｓ
の
運
営
に
迷
っ
た
時
、
私
が
読
み
返
す
の
が

こ
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
２
号
以
降
も
さ
ま
ざ
ま
な
識
者
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
哲
学
を
論
じ
て
い
ま
す
。
印
象
に
残
る
言
葉
を
い
く
つ
か
拾
い
出
（

）

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
体
化
の
過
程
で

―
共
有
し
て
き
た
課
題
と
模
索

　

僅
か
16
ペ
ー
ジ
の
冊
子
で
、
毎
号
私
た
ち
は
国
内
外
さ
ま
ざ
ま
な
エ
コ

ツ
ー
サ
イ
ト
を
旅
し
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
理
念
や
課
題
、
先
進
事
例
等

を
共
有
し
て
き
ま
し
た
。
特
集
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
そ
の
時
々
で
議

論
や
情
報
共
有
が
必
要
な
話
題
を
発
信
し
て
き
ま
し
た
。
継
続
的
に
取
り

上
げ
て
い
る
ト
ピ
ッ
ク
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
歩
く
旅
、
歩
く
道
へ
の
着
目

　

２
０
０
０
年
に
裏
磐
梯
で
開
催
し
た
「
国
際
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
会‒

歩
く
旅
を
考
え
る
」
を
機
に
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
は
歩
く
旅
や
ト
レ
イ
ル
に
着
目
し

て
き
ま
し
た
。
国
内
各
地
の
探
勝
路
、
英
国
の
フ
ッ
ト
パ
ス
、
米
国
３
大

ト
レ
イ
ル
、
最
近
で
は
ヨ
ル
ダ
ン
ト
レ
イ
ル
を
取
り
上
げ
ま
し
た
（
99
号

（
２
０
２
３
））。
信
越
ト
レ
イ
ル
や
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
生
み
の
親
・

加
藤
則
芳
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
36
号
（
２
０
０
７
））
は
、
今
で
は
貴

重
な
記
事
と
な
り
ま
し
た
。

■
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
認
証
制
度

　

設
立
当
初
、「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
認
証
制
度
（
仮
称
）」
の
確
立
を
目
指

し
て
勉
強
会
を
開
始
し
た
Ｊ
Ｅ
Ｓ
は
、
海
外
の
認
証
制
度
な
ど
の
事
例
研

究
を
重
ね
ま
し
た
。
10
号（
２
０
０
０
）
で
は
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｐ
や
グ
リ
ー
（

）

し
て
み
ま
し
ょ
う
。「
自
然
案
内
人　（
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
）が
欠
か
せ
な
い
。

焦
ら
ず
ぼ
ち
ぼ
ち
や
ろ
う
」（
瀬
田
信
哉
理
事
）、「
地
方
の
個
性
を
磨
き

上
げ
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」（
舩
山
龍
二
副
会
長
）、「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

は
人
間
、
自
然
、
文
化
の
共
生
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
持
続
的
な
経
済
発

展
を
目
指
す
旅
行
業
の
社
会
志
向
型
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」（
小
林
天
心
理
事
）、

「
新
た
な
共
生
型
循
環
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」（
下
村
彰

男
理
事
）、「
旅
行
業
は
自
然
保
全
へ
の
道
先
案
内
人
」（
櫻
田
薫
理
事
）、「
人

間
の
速
度
で
歩
く
こ
と
で
、初
め
て
も
の
が
見
え
て
く
る
。」（
佐
野
眞
一
氏
）

等
な
ど
。

　

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
を
経
て
一
律
右
肩
上
が
り
の
流
れ
が
止
ま
り
、
地
方

に
人
々
の
目
が
向
き
始
め
た
日
本
で
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
は
生
ま
れ
ま
し
た
。
地
域

の
宝
を
見
つ
め
な
お
し
、
新
し
い
時
代
を
拓
こ
う
と
い
う
気
概
が
あ
り
ま

し
た
。
沖
縄
県
宜
野
湾
市
で
の
設
立
総
会
の
後
、
福
島
県
裏
磐
梯
や
岐
阜

県
白
川
村
な
ど
各
地
で
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、こ
の
「
日
本
型
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
全
国
に
浸
透
し
て
い
き
ま
し
た
。

ン
・
グ
ロ
ー
ブ
（
Ｇ
Ｓ
Ｔ
Ｃ
の
前
身
）、
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
グ
等
の
先
進
事
例

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
現
在
施
行
中
の
、良
質
な
エ
コ
ツ
ア
ー
を
推
奨
す
る

「
Ｊ
Ｅ
Ｓ
グ
ッ
ド
エ
コ
ツ
ア
ー
」（
２
０
０
５
～
）
は
そ
の
成
果
で
す
。

■
ガ
イ
ド
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
の
養
成
を
考
え
る

　

北
海
道
が
ア
ウ
ト
ド
ア
資
格
制
度
を
施
行
し
た
２
０
０
２
年
以
降
、
ガ

イ
ド
人
材
養
成
に
光
が
当
た
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
24
号
（
２
０
０
４
）

で
は
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
の
座
談
会
を
開
き
ま
し
た
が
、
そ
の
際
の
登
壇

者
は
今
も
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
、
国
レ
ベ
ル
の
ガ
イ
ド
資

格
創
設
の
議
論
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
未
だ
創
設
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。

■
震
災
復
興
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

　

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
は
、
全
国
に
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
そ

の
年
の
10
月
に
予
定
し
て
い
た
岩
手
県
二
戸
市
の
大
会
は
予
定
通
り
開
催

し
、〈
地
域
文
化
＝
食
〉
に
光
を
当
て
た
感
動
的
な
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

大
会
と
な
り
ま
し
た
。
人
と
い
う
宝
同
士
が
出
会
う
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

通
じ
た
交
流
が
、
心
の
復
興
を
支
え
る
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
す
。
Ｊ
Ｅ

Ｓ
で
は
会
員
が
被
災
地
を
支
援
す
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
を
支
援
し
、

そ
の
成
果
を
会
報
で
伝
え
ま
し
た
。

■
国
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
政
策
と
の
協
働

　

国
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
政
策
支
援
は
、
今
後
も
Ｊ
Ｅ
Ｓ
の
役
割
で
す
。

環
境
省
が
主
催
し
た
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
」（
２
０
０
３‒

０
４
）

の
成
果
で
あ
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
（
２
０
０
５‒

）
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
が
運

営
を
引
き
継
ぎ
今
年
で
20
回
目
を
迎
え
ま
す
。
２
０
０
７
年
に
議
員
立
法

で
成
立
し
た
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
」
は
、
元
環
境
庁
長
官
・
愛
知

和
男
会
長
（
当
時
）
の
指
導
の
下
、
法
案
成
立
ま
で
運
動
し
た
成
果
で
す
。

法
案
可
決
時
の
会
長
の
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
は
忘
れ
ら
れ
な
い
シ
ー
ン
で
（
）

す
。
早
速
会
報
号
外
を
発
行
し
ま
し
た
。
以
後
は
各
認
定
地
域
と
連
携
し
、

会
報
で
も
随
時
紹
介
し
て
い
ま
す
。

■
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
地
域
が
直
面
す
る
課
題

　

―
ち
ょ
っ
と
先
の
会
報
予
告

　

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
常
に
新
し
い
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

尋
ね
ら
れ
る
頻
度
が
増
え
て
い
る
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
、
次
の
２
つ
が
あ
り

ま
す
。

①
地
域
に
お
け
る
ガ
イ
ド
団
体
・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
組
織
の
次
の
ス
テ
ッ

プ
を
ど
う
築
く
か

　

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
で
は
、
次
の
段
階
に

進
む
た
め
の
方
策
に
悩
ん
で
い
ま
す
。
存
在
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
き
て
、

目
指
す
方
向
性
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
、
ガ
イ
ド
の
質
の
低
下
、
地
域

一
体
で
守
る
べ
き
ル
ー
ル
を
策
定
で
き
な
い
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
や

推
進
協
議
会
が
形
骸
化
し
て
い
る
、
合
意
形
成
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
づ
ら
い
な
ど
、
相
談
し
づ
ら
い
け
れ
ど
深
刻
な
課
題
で
す
。

②
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
類
似
事
業
を
ど
う
捉
え
た
ら
良
い
か

　

国
の
観
光
立
国
推
進
計
画
の
中
で
、
国
立
公
園
＝N

ational	Park

と
読
み
替
え
、
国
立
公
園
の
観
光
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
過

程
で
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
自
然
体
験
活
動
促
進
計
画
、

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
な
ど
、
新
た
な
計
画
や
事
業
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
関
係
や
棲
み
分
（

）

け
に
戸
惑
う
地
域
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
喫
緊
の
課
題
を
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
特
集
を
組
ん
で

議
論
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
誌
上
で
ま
と
め
き
れ

な
い
場
合
は
、
議
論
を
交
わ
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
設
け
る

必
要
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

小
さ
な
声
を
聴
き
取
る
エコツ
ー
リ
ズ
ム
の
旅
が
、

世
界
平
和への
道
を
ひ
ら
く

　
「
美
し
い
日
本
を
世
界
に
伝
え
、
地
球
を
平
和
に
す
る
」
こ
と
を
目
指

し
て
Ｊ
Ｅ
Ｓ
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
普
及
す
る
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
前

者
は
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
後
者
は
道
半
ば
ど
こ

ろ
か
ほ
ど
遠
い
現
実
に
あ
り
ま
す
。
世
界
を
巻
き
込
ん
だ
感
染
症
は
人
と

人
が
交
わ
る
機
会
を
簡
単
に
奪
い
ま
し
た
。
隣
国
同
士
の
戦
争
、
南
北
問

題
の
激
化
、
目
前
に
迫
っ
た
超
大
国
群
の
独
裁
政
権
化
。
自
然
災
害
は

頻
繁
に
日
本
各
地
を
襲
い
、
地
球
温
暖
化
は
加
速
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
地
球
規
模
の
課
題
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
関
係
な
い
と
思
わ
れ
る
で

し
ょ
う
か
。
否
、
そ
の
逆
で
す
。
傷
つ
く
の
は
自
然
で
あ
り
、
発
信
力
を

持
た
な
い
小
さ
な
地
域
や
人
々
の
声
だ
か
ら
で
す
。
一
方
の
主
張
や
経
済

だ
け
が
正
義
と
さ
れ
て
そ
の
他
が
封
じ
ら
れ
よ
う
と
す
る
今
、
こ
う
し
た

地
域
の
宝
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
旅
を
通
し
て

地
域
の
宝
を
見
つ
け
て
つ
な
が
り
、
関
わ
り
、
交
わ
り
、
伝
え
て
い
く
。

そ
の
積
み
重
ね
は
社
会
を
変
え
る
力
に
な
り
得
ま
す
。
そ
の
旅
が
世
界
の

隅
々
に
広
が
っ
て
い
け
ば
、
い
つ
か
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
世
界
の
平
和
構

築
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

　

こ
の
夢
を
道
標
と
し
て
、
２
０
０
号
を
目
指
し
て
引
き
続
き
発
信
し
て

ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
声
を
ど
ん
ど
ん
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も『
季

刊
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ツ
ー
リ
ズ
ム
』
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

注１）JES は設立時「エコツーリズム推進協議会」という名称だった。
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横
軸
を
通
す
業
界
の
意
義

　
日
本
は
戦
前
か
ら
戦

後
に
か
け
て
ず
っ
と
縦
割

り
行
政
の
社
会
の
中
で
物

事
が
動
い
て
き
ま
し
た
。

そ
の
縦
割
り
社
会
の
中

で
、
旅
行
業
は
横
軸
を
通

す
役
割
を
果
た
す
業
界
だ

と
常
々
考
え
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
鉄
道
業
や
航
空
業
、

宿
泊
業
な
ど
の
縦
軸
の
糸
の
事
業
体
の
方
が
強
く
、
横

軸
の
糸
が
細
い
の
が
現
実
と
し
て
あ
り
ま
す
。

　
世
界
旅
行
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
（
Ｗ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）
の
理

事
を
務
め
る
よ
う
に
な
り
様
々
な
国
際
会
議
に
出
席
す

る
と
、
横
軸
で
あ
る
ト
ラ
ベ
ル
＆
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
業
界

か
ら
、
縦
軸
の
業
界
を
凌
駕
す
る
よ
う
な
発
言
が
た
く

さ
ん
出
て
き
ま
す
。
そ
う
い
う
国
で
は
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

そ
の
国
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
色
々
な
縦

割
り
行
政
に
横
軸
を
通
し
、
経
済
的
に
活
性
化
し
て
き

た
と
い
う
背
景
が
あ
る
の
で
す
。

　
い
ま
日
本
の
地
方
創
生
で
最
も
必
要
か
つ
重
要
な
の

は
、
横
軸
を
通
す
役
割
で
す
。
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
時
（
）

代
の
寵
児
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
態
は
誰
が

担
っ
て
い
る
の
か
？
と
い
う
問
い
に
旅
行
会
社
、
鉄
道
会

社
、
航
空
会
社
な
ど
を
挙
げ
る
人
が
い
ま
す
が
、そ
う
で		

は
な
く
、
地
域
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
担
っ
て
い
る
会
社
や

個
人
が
地
域
づ
く
り
や
自
然
を
大
事
に
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
き
た
こ
と
が
支
え
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
実
で

す
。
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
縦
割
り
社
会
の
中

で
は
見
え
て
こ
な
い
の
で
、
そ
れ
を
見
え
る
化
す
る
た

め
に
も
横
軸
の
業
界
が
必
要
で
す
。

　
業
界
の
役
割
と
し
て
一
つ
は
社
会
的
認
知
を
受
け
る

こ
と
、
も
う
一
つ
は
業
界
で
競
争
（
共
創
）
す
る
こ
と

で
す
。
キ
ョ
ウ
ソ
ウ
に
は
競
い
合
う
と
い
う
意
味
と
、

一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
む
と
い
う
両
方
の
意
味
が
あ
り
、

そ
れ
が
今
ま
さ
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
日
本
に
お
け
る
ト
ラ
ベ
ル
＆
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

旅
行
業
界
だ
け
で
は
横
軸
の
糸
は
ま
だ
ま
だ
細
い
の
で

す
。
旅
行
業
だ
け
で
な
く
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
は
じ

め
メ
デ
ィ
カ
ル
や
ス
ポ
ー
ツ
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
な
ど
、

横
軸
と
な
る
様
々
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
生な
り

業わ
い

と
し
て
成
立

し
、
成
長
す
る
こ
と
で
太
い
横
軸
・
業
界
に
な
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
が
国

と
し
て
の
基
幹
産
業
と
し
て
認
め
ら
れ
、
観
光
庁
（

）

か
ら
「
観
光
省
」
へ
と
い
う
流
れ
が
必
然
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
）

の
役
割

　

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
は
長
年
に
わ
た
る
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
運
動
論
の
中
で
生
み
出
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
今
後
は
生
業
（
な
り
わ
い
）
論
を
育
て
て
い
か
な

け
れ
ば
持
続
性
が
担
保
で
き
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
の
10
年
、
20
年
を
見
据
え
た
Ｊ
Ｅ
Ｓ
の
役
割
は
運

動
の
普
及
と
共
に
、
各
地
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
生な
り

業わ
い

に
し
て
い
る
人
た
ち
を
集
め
、
そ
の
価
値
を
正
し
く
マ

ネ
タ
イ
ズ
す
る
新
し
い
形
の
業
界
団
体
と
し
て
成
長
し
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
不
動
産
業
や
自
動
車
産
業
な
ど
の
太
い
縦

軸
を
、
自
然
を
保
全
し
な
が
ら
人
流
を
作
る
と
い
う
横

軸
を
通
す
こ
と
で
経
済
を
活
性
化
し
て
い
く
役
割
が
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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通巻100号記念

通
巻
１
０
０
号
を
記
念
し
て
特
集
で
は
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た
取
組
へ
の
示
唆
を
得
る
た
め
に

「
業
界
を
作
る
意
義
と
Ｊ
Ｅ
Ｓ
の
役
割
」
に
つ
い
て
、
様
々
な
立
場
の
方
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
組
が
普
及
さ
れ
、
各
地
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

取
組
が
進
ん
で
く
る
と
、
安
全
管
理
や
ル
ー
ル
の
周
知
等
に
お
い
て
ガ
イ
ド
同
士
の
横
の
連
携
を
図
る
必
要
性
が
あ
げ
ら
れ
、

ガ
イ
ド
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
の
設
立
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。

先
進
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
地
域
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
や

ガ
イ
ド
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
が
業
界
と
し
て
の
機
能
、
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
が
、

全
国
的
な
業
界
と
し
て
の
動
き
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

産
業
と
し
て
確
立
し
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
け
る
全
国
的
な
業
界
と
は
何
か
を
見
い
だ
し
、

業
界
を
作
っ
て
い
く
意
味
や
必
要
性
、
そ
し
て
Ｊ
Ｅ
Ｓ
の
役
割
と
は
何
か
を
、
様
々
な
立
場
の
方
の
言
葉
か
ら
整
理
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｅ
Ｓ
会
長 

田
川
博
己 
一
般
社
団
法
人
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
会
長

Ｊ
Ｅ
Ｓ
の
役
割
と
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
け
る

業
界
と
は

　
日
本
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
組
全

体
を
俯
瞰
し
て
協
力
し
あ
え
る
関
係
を
作
る
こ

と
が
Ｊ
Ｅ
Ｓ
の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。

　
各
地
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
が
ゆ

る
や
か
に
つ
な
が
り
情
報
を
共
有
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
る
こ
と
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普

及
、
発
展
に
お
い
て
非
常
に
重
要
で
す
。「
ゆ
る

や
か
」
と
し
た
理
由
は
地
域
ご
と
の
個
性
、
主
体

性
を
重
視
し
、
そ
れ
を
活
か
す
た
め
で
す
。
そ

の
上
で
自
分
た
ち
の
地
域
だ
け
で
は
対
応
で
き

な
い
こ
と
等
に
対
す
る
解
決
策
を
模
索
で
き
る

よ
う
な
連
携
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ハ
ブ
を
担
う
こ
と

こ
そ
Ｊ
Ｅ
Ｓ
に
大
い
に
期
待
す
る
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
を
包
括
し
て
日
本
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
業

界
と
位
置
付
け
る
の
な
ら
、
そ
れ
も
良
い
で
し
ょ

う
。
各
地
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
の

存
在
や
活
動
は
と
て
も
重
要
で
、
そ
の
メ
（

）

ン
バ
ー
で
あ
る
ガ
イ
ド
や
一
次
産
業
、
宿
泊
施

設
、
運
輸
業
な
ど
に
横
ぐ
し
を
差
し
て
よ
り
良
い

W
in-W

in

の
関
係
を
作
り
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
よ
る
経
済
の
活
性
化
や
、
地
域
資
源
の
保
全
、

持
続
可
能
で
活
力
あ
る
社
会
作
り
を
目
指
そ
う

と
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と

は
業
界
の
役
割
そ
の
も
の
で
す
。

　
そ
の
中
で
Ｊ
Ｅ
Ｓ
は
現
場
の
取
組
や
課
題
を

集
め
て
実
情
を
整
理
し
た
り
、
国
の
施
策
の
推

進
で
は
現
場
の
実
働
部
隊
と
の
橋
渡
し
役
を
担

う
な
ど
、
大
い
に
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

次
の
フ
ェ
ー
ズ
へ　

市
場
の
拡
大
と
経
済
効
果
の
向
上

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
日
本
に
入
っ
て
き
て
か

ら
約
30
年
、
政
府
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に

本
格
的
に
取
り
組
ん
で
か
ら
20
年
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
法
の
施
行
か
ら
15
年
が
経
過
し
ま

し
た
。   

非
常
に
息
の
長
い
取
組
で
あ
り
政
策
で

す
。
次
の
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
力
点
は
市
（

）

研
究
者 

寺
崎
竜
雄 

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
常
務
理
事

地
域
に
お
け
る

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の

業
界
の
重
要
性

　
伊
勢
志
摩
で
は
鳥
羽
市
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協

議
会
と
、
鳥
羽
市
を
含
め
た
４
市
町
で
構
成
す
る
伊

勢
志
摩
国
立
公
園
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
が

あ
り
ま
す
。
協
議
会
は
体
験
事
業
者
や
漁
協
、
宿
泊

施
設
、
行
政
等
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
中
で

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
業
界
と
し
て
の
機
能
、

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
組
で
は
、
初
期
の
段
階
は
研
修
会

を
一
緒
に
行
う
こ
と
で
技
術
や
価
格
の
向
上
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。
業
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に

必
要
な
技
術
や
、
価
格
競
争
に
陥
ら
な
い
よ
う
適
正

な
価
格
設
定
の
考
え
方
等
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
取
組
を
長
く
続
け
て
い
る
と
必
ず
災
害
や

コ
ロ
ナ
な
ど
の
外
部
要
因
に
よ
る
危
機
が
訪
れ
ま
す
。

そ
の
時
に
自
分
達
の
業
が
社
会
的
に
必
要
で
あ
る
こ

と
を
地
域
の
中
で
分
か
っ
て
も
ら
え
て
い
る
と
、
何

と
か
危
機
を
乗
り
越
え
よ
う
と
い
う
力
が
働
き
助
け

合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。私
た
ち
は
コ
ロ
ナ
が
収
ま
っ

た
時
に
伊
勢
志
摩
か
ら
１
つ
の
事
業
者
も
減
っ
て
い

な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思
い
、
企
業
体
、
個
人
事
業

主
の
間
で
ガ
イ
ド
人
材
を
や
り
く
り
し
て
、
海
外
へ

行
け
な
く
な
っ
た
修
学
旅
行
の
受
入
の
対
応
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
連
携
が
出
来
た
の
は
協
議
会
が
存
在

し
業
界
団
体
と
し
て
の
動
き
が
で
き
た
か
ら
で
あ
り
、

危
機
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
業
の

将
来
性
が
問
わ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ゾ
ー
ニ
ン
グ
戦
略
の
意
義
と

10
％
の
目
標
設
定

　
今
後
、
体
験
事
業
が
段
々
と
観
光
の
主
流
に
な
っ

て
い
く
こ
と
を
見
据
え
、
地
域
全
体
で
の
エ
リ
ア
戦

略
が
必
要
と
思
い
、
下
図
の
よ
う
な
ゾ
ー
ニ
ン
グ
戦

略
を
作
り
ま
し
た
。

　
体
験
事
業
者
が
拡
散
し
て
色
々
な
と
こ
ろ
で
事
業

を
始
め
て
し
ま
う
と
、
人
の
目
が
入
ら
な
い
場
所
等

で
は
皆
の
財
産
で
あ
る
自
然
資
源
が
き
ち
ん
と
保
た

れ
て
使
わ
れ
て
い
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
新
規
の

事
業
者
が
増
え
る
の
は
良
い
こ
と
で
す
が
、
利
便
性

が
悪
い
場
所
で
は
結
局
、
事
業
者
の
発
展
に
は
つ
な

が
ら
な
い
の
で
、
あ
る
程
度
体
験
事
業
者
が
集
約
さ

れ
て
エ
リ
ア
を
使
っ
た
方
が
お
客
様
に
と
っ
て
も
事

業
に
と
っ
て
も
良
い
と
い
う
発
想
か
ら
ゾ
ー
ニ
ン
グ

戦
略
は
作
ら
れ
ま
し
た
。
ゾ
ー
ン
が
集
約
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
、
バ
ス
を
運
行
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
皆
が
ゾ
ー
ニ
ン
グ
戦
略
に

基
づ
い
て
連
携
し
て
体
験
事
業
を
行
う
こ
と
で
交
通

網
や
宿
泊
滞
在
に
も
影
響
力
を
持
つ
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
非
効
率
な
動
き
を
な
く
す
こ
と
で
事
業
者

は
よ
り
稼
ぎ
や
す
い
状
態
に
な
り
、
管
理
も
し
や
す

い
状
態
に
し
、
そ
し
て
皆
が
協
力
し
や
す
い
体
制
に

も
っ
て
い
く
た
め
の
戦
略
な
の
で
す
。

　

伊
勢
志
摩
は
、
年
間
で
８
０
０
万
人
か
ら

１
０
０
０
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
て
お
り
、
こ
の

10
％
の
人
に
体
験
商
品
を
購
入
し
て
ほ
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
年
間
80
万
人
か
ら

１
０
０
万
人
の
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
体
験
事
業
者

と
、
受
け
入
れ
て
も
壊
れ
な
い
、
地
元
の
人
た
ち

に
も
嫌
だ
と
思
わ
れ
な
い
体
制
を
作
ら
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。
10
％
は
け
っ
こ
う
高
い
目
標
で
す

が
、
10
％
の
人
に
少
し
で
も
地
域
を
知
っ
て
も
ら

え
る
と
観
光
地
と
し
て
の
雰
囲
気
は
必
ず
変
わ
り

ま
す
。
こ
れ
が
上
質
な
空
間
、
観
光
地
を
作
っ
て

い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド 

江
崎
貴
久 

伊勢志摩ゾーニング戦略

場
の
拡
大
と
経
済
効
果
の
向
上
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
業
界
を
作
っ
て
い
く
意
義
は
大

き
い
。
ま
た
、こ
れ
ま
で
の
30
年
間
で
、エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
主
役
を
担
う
ガ
イ
ド
の
全
国
的
な
つ

な
が
り
が
出
来
て
い
な
い
の
は
、
少
し
も
っ
た
い

な
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
の
ゆ
る
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

を
通
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
業
界
を
作
る
中
で
、

現
場
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
ガ
イ
ド

ら
の
地
域
を
越
え
た
連
携
も
図
ら
れ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

海
島
遊
民
く
ら
ぶ
代
表
、
鳥
羽
市
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
会
長
、

伊
勢
志
摩
国
立
公
園
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
会
長

【メインゾーンB】
⼆⾒・⿃⽻・坂⼿島・答志島・
菅島・神島エリア
①海島遊⺠くらぶ
③島の旅社推進協議会
⑩OUTISE
⑫伊勢志摩キレイゲンキ塾
⑭⽩瀧さんどんぐり⼩屋の会

【メインゾーンA】
内宮・⿎ヶ岳・朝熊岳道・横輪・神薗エリア
②伊勢志摩バリアフリーツアーセンター
⑩OUTISE
㉑UNICO

【サブゾーンB】浦村エリア
⑤⿃⽻市⽴海の博物館

【サブゾーンB】相差エリア
④はちまんかまど
⑪おおさつかまど
㉒とこよの郷

【サブゾーンA】外宮エリア
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「
奄
美
・
沖
縄
ガ
イ
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
設
立

　
奄
美
群
島
と
沖
縄
で
活
動
し
て
い
る
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ

イ
ド
や
通
訳
ガ
イ
ド
、
マ
リ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
民

泊
指
導
者
な
ど
様
々
な
最
前
線
で
活
動
し
て
い
る
実
践
者

が
集
ま
る
場
と
し
て
「
奄
美
・
沖
縄
ガ
イ
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
２
０
２
１
年
６
月
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
現
在
、

Facebook

の
グ
ル
ー
プ
ペ
ー
ジ
で
情
報
の
発
信
、
共
有
を

行
っ
て
お
り
、
登
録
者
数
は
４
７
８
名
（
２
０
２
４
年
２
月

21
日
時
点
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
立
は
ま
さ
に
業
界
を
作
り
た

い
と
い
う
の
が
一
番
に
あ
り
、
そ
の
た
め
の
一
歩
で
し
た
。

活
動
の
目
的
は
共
創
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
、
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
で

す
。
共
創
は
一
人
で
は
出
来
な
い
こ
と
を
皆
で
取
り
組
み
実

現
に
結
び
つ
け
る
こ
と
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
は
最
新
情
報
を
得

て
事
業
に
活
か
す
こ
と
、
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
は
様
々
な
環
境
を

整
え
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
活
動
は
月
に
１
回
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
交
流
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

と
し
て
テ
ー
マ
を
設
定
し
ゲ
ス
ト
を
呼
ん
で
講
演
し
て
も

ら
っ
た
り
、
メ
ン
バ
ー
内
で
話
し
合
う
な
ど
の
場
を
設
け
て

い
ま
す
。

　
毎
月
の
交
流
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
す
る
の
は
概
ね
20
名

く
ら
い
で
す
。
参
加
者
数
が
少
な
い
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
す
る
人
の
方
が
変
わ
り
者
な

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
当
は
４
７
８
名
が
参
加
し
て
く

れ
る
と
嬉
し
い
で
す
が
、
ゆ
る
や
か
な
場
で
あ
っ
て
良
い
と

考
え
て
い
る
の
で
、
Ｆ
Ｂ
に
登
録
し
て
く
れ
て
い
る
メ
ン

バ
ー
は
全
員
仲
間
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
ガ
イ
ド
が
業
種
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
現
実

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
た
き
っ
か
け
は
コ
ロ
ナ
禍
で

沖
縄
県
の
休
業
補
償
に
申
請
し
よ
う
と
し
た
時
に
、
私
た
ち

ガ
イ
ド
と
い
う
業
種
が
補
償
対
象
の
記
載
に
明
記
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
沖
縄
県
に
は
多
く
の
観
光
客
が
毎
年

訪
れ
、
私
た
ち
ガ
イ
ド
が
マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
自
然

に
触
れ
る
体
験
の
提
供
を
支
え
て
い
る
の
に
、
業
種
に
も
位

置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
ま
し

た
。
沖
縄
県
の
観
光
に
関
す
る
計
画
等
で
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
支

え
る
ガ
イ
ド
が
業
種
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。

私
た
ち
は
い
っ
た
い
何
者
な
の
だ
ろ
う
と
愕
然
と
し
ま
し

た
。
そ
れ
を
機
に
、
仲
間
づ
く
り
を
通
し
て
最
前
線
の
実
践

者
ら
に
よ
る
業
界
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、「
奄
美
・

沖
縄
ガ
イ
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

ガ
イ
ド 

小
林
政
文 

ホ
ー
ル
ア
ー
ス
自
然
学
校
沖
縄
校
　
が
じ
ゅ
ま
る
自
然
学
校
代
表

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
は

当
社
の
信
念
と
も
業
界
の
責
務
と
も
一
致

　
２
０
２
２
年
10
月
に
「
エ
コ
ツ
ア
ー
向
け
保
険
」
は
当
社
の
引
受
で

団
体
契
約
と
い
う
形
で
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
当

時
の
引
受
会
社
（
ジ
ェ
イ
ア
イ
傷
害
火
災
保
険
）
が
賠
償
責
任
保
険
の

販
売
を
停
止
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
当
社
に
２
０
２
２
年
の
春
頃
に

相
談
を
い
た
だ
き
、
エ
コ
ツ
ア
ー
の
発
展
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば

と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
引
受
に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
を

始
め
ま
し
た
。

　
当
時
か
ら
全
く
事
故
が
無
い
わ
け
で
は
な
く
一
定
数
の
事
故
が
発
生

し
て
い
る
と
い
う
情
報
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
事
故
を
未
然
に
防
止
す

る
こ
と
も
保
険
会
社
の
使
命
だ
と
考
え
て
お
り
、
少
し
で
も
事
故
を
減

ら
し
な
が
ら
、
安
心
し
て
普
及
活
動
を
継
続
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
い
う

思
い
か
ら
引
受
を
検
討
し
た
の
が
営
業
と
し
て
の
思
い
で
す
。

　
保
険
会
社
と
し
て
も
新
し
い
挑
戦
を
後
押
し
す
る
こ
と
は
業
界
の
使

命
で
あ
り
、
エ
コ
ツ
ア
ー
の
事
業
の
継
続
は
新
し
い
挑
戦
だ
と
思
い
ま

す
。
万
が
一
な
に
か
あ
っ
て
も
、
負
担
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で

事
業
を
後
押
し
す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
役
目
で
あ
り
、
損
害
保
険
会
社

の
責
務
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
社
の
中
期
経
営
計
画
の
中
で
も
「
地
球
環
境
と
の
共
生
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
気
候
変
動
へ
の
対
応
、
生
物
多
様
性
を
含
む
自
然

資
本
の
持
続
可
能
性
向
上
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
当
社
の
中
期
経
営
計

画
と
の
親
和
性
も
高
い
と
考
え
て
お
り
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し

て
い
く
意
義
と
重
な
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

は
当
社
の
信
念
と
も
業
界
の
責
務
と
も
一
致
し
て
い
ま
し
た
。

業
界
を
つ
く
る
意
義
−W

in-W
in

に
な
る
ス
キ
ー
ム

　
エ
コ
ツ
ア
ー
向
け
保
険
は
手
続
き
が
非
常
に
簡
便
な
と
こ
ろ
と
必
要

な
補
償
を
漏
れ
な
く
提
供
す
る
仕
組
み
を
構
築
で
き
て
い
ま
す
。
各
地

の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
各
協
議

会
に
所
属
す
る
ガ
イ
ド
事
業
者
が
エ
コ
ツ
ア
ー
向
け
保
険
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
協
議
会
、
ガ
イ
ド
事
業
者
、
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
協
会
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
てW

in-W
in

に
な
る
素
晴
ら
し
い
ス
キ
ー

ム
だ
と
思
い
ま
す
。
業
界
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
が
あ
る
こ
と
で
保
険

に
よ
る
安
心
感
を
提
供
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
支
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

保
険 

宮
田 

陸
、
添
野
夏
実 

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
　
企
業
営
業
第
五
部
　
航
空
旅
行
課

Ｏ
Ｔ
Ａ 

武
部
光
子 

小学校の総合学習を活用した環境
学習や SUP、トレッキング等のガ
イドツアーを行っています。徳之島
は観光地としてはまだこれからの島
なので、情報のアップデートや様々
な視点、考え方に触れられると思
い、ガイドネットワークに参加しま
した。沖縄からスタートしたこの会
も、奄美群島のメンバーも少しずつ
増え、益々広がりを見せています。

川口　明
鹿児島・徳之島遊学 PROJECT

座間味村ホエールウォッチング協会
の事務局に長く関わってきました。
まずは地域の中でつながり、それが
全国に広がると良いと思います。ガ
イドツアーに参加する客層は全国各
地のガイドツアーに参加してくれま
す。ネットワークが広がり、バトン
を渡すようにお客様を紹介しあえる
のは大きなメリットであり、お客様
にとっても安心感を提供できます。

大坪弘和
沖縄・座間味村
エコツアー・カラフルウェーブ

質
の
確
保
と
、
そ
の
土
地
や

自
然
を
守
る
仕
組
み
が
持
続
性
の
鍵

　
日
本
は
総
じ
て
海
、
山
、
川
が
美
し
く
そ
れ
ら
の
大
自
然
を
目
的
に
、

旅
行
の
計
画
を
さ
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
特
色
を
生
か
し
て
土
地

の
魅
力
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
そ
の
中
で
重
要

な
要
素
と
な
る
の
は
人
で
あ
り
、
人
が
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
と
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
地
の
ガ
イ
ド
さ
ん
達
の
豊
富
な
知
識
と
土
地
へ
の

想
い
を
重
視
し
、
ベ
ル
ト
ラ
の
ツ
ア
ー
造
成
で
は
そ
れ
を
ど
う
伝
え
る
か

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
が
事
業
と
し
て
成
り
立
つ
た
め
に
も
、
質
の
高
い
ガ
イ
デ
ィ
ン

グ
は
必
須
で
す
。
ガ
イ
ド
同
士
の
横
の
連
携
を
築
き
、
質
の
確
保
や
、
土

地
を
守
り
自
然
を
守
り
な
が
ら
多
く
の
人
に
訪
れ
て
も
ら
う
取
組
は
、
大

き
な
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
観
光
地
と
し
て
の
利
用
の
ル
ー
ル
を
理

解
し
守
っ
て
く
れ
る
仲
間
を
増
や
し
、
世
代
交
代
が
図
ら
れ
循
環
し
て
い

く
こ
と
が
、
観
光
業
の
持
続
性
と
活
性
化
を
図
る
上
で
重
要
で
す
。

　
ガ
イ
ド
さ
ん
達
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会

が
窓
口
と
な
っ
て
ガ
イ
ド
や
飲
食
店
、
宿
泊
施
設
な
ど
を
紹
介
し
て
い
た

だ
け
る
と
非
常
に
心
強
く
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
視
点
が
す
で
に
共

旅
ナ
カ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス（
体
験
）の

主
役
に

　
私
は
１
９
９
８
年
３
月
に
沖
縄
で
行
わ
れ
た
日
本
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
の
設
立
総
会
に
出
席
し
て
い
ま
し
た
。
当

時
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
造
詣
の
深
い
方
々
が
一
同
に
会
し

て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
あ
れ
か
ら
25
年
が
経
ち
ま
す

が
、
日
本
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
お
い
て
事
業
化
が
課

題
と
し
て
あ
る
の
は
事
業
に
す
る
方
法
が
理
解
さ
れ
て
い
な

い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
海
外
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
先
進
地
で
は
、
ご
く
一
般
的
な
こ
と
で
す
が
観
光
ガ
イ
ド

と
は
異
な
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
の
存
在
が
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
事
業
化
を
支
え
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
結

果
と
し
て
ネ
イ
チ
ャ
ー
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
の
育
成
や
仕
組

み
が
出
来
て
い
な
い
と
い
う
の
が
25
年
間
で
の
印
象
で
す
。

　

昨
年
９
月
に
北
海
道
で
行
わ
れ
ま
し
た
「
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
サ
ミ
ッ
ト
北
海
道
・
日
本
」

で
も
世
界
中
か
ら
訪
れ
た
参
加
者
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

の
中
に
、
物
語
を
語
る
人
へ
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
課
題
は
言
語
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
然
や

ア
イ
ヌ
文
化
と
の
触
れ
合
い
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
詳

細
や
背
景
等
に
関
す
る
説
明
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が

明
確
に
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
が
欠
け
て
い
た
の
で
す
。

　
日
本
の
旅
行
に
お
い
て
旅
ナ
カ
の
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス

（
体
験
）
が
重
要
視
さ
れ
て
き
た
の
は
こ
こ
10
年
く
ら
い
で

す
。
そ
れ
ま
で
は
物
見
遊
山
の
観
光
が
主
で
し
た
。
体
験
を

通
し
て
自
分
で
理
解
す
る
と
い
う
旅
の
ス
タ
イ
ル
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
、
ま
だ
市
場
が
育
っ
て
お
ら
ず
、
海
外
で
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
な
ど
を
求
め
る

層
に
応
え
ら
れ
る
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
い
と
い
う
面
が
あ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
知
的
好

奇
心
を
満
た
す
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
（
体
験
）
は
ま
す
ま
す

拡
大
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。
そ
の
中
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

こ
れ
か
ら
の
旅
行
の
主
人
公
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア 

鶴
本
浩
司 

ト
ラ
ベ
ル
ボ
イ
ス
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長

有
で
き
て
い
る
こ
と
で
、
土
地
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
大
切
に
し
た
ツ
ア
ー
を

作
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
自
然
だ
け
を
指
す
の
で
は
な
く
、
自
然
に

育
ま
れ
て
生
ま
れ
た
文
化
や
伝
統
も
含
ま
れ
て
お
り
、
色
々
な
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
包
括
し
て
い
ま
す
。
一
般
の
消
費
者
の
感
覚
で
は
自
然
豊
か
な
と
こ

ろ
、
自
然
を
守
る
ツ
ア
ー
と
い
う
印
象
が
強
い
で
す
が
、
文
化
や
歴
史
を

合
わ
せ
て
観
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
工
夫
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

ベ
ル
ト
ラ
株
式
会
社
　

国
内
事
業
部
部
長
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観
光
業
は
ハ
ワ
イ
経
済
に
お
い
て
大
切
な
産
業
で
、

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
む
け
て
産
業
そ
の
も
の

が
持
続
可
能
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
住
民
の
生
活
の
質
が
よ
り
豊
か
に
な
り
、

旅
行
者
の
体
験
が
よ
り
良
い
も
の
で
け
れ
ば
観
光
業

は
持
続
し
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ハ
ワ
イ
の
観
光
戦
略

は
観
光
資
源
で
も
あ
る
自
然
を
守
り
、
ハ
ワ
イ
固
有

の
文
化
を
継
承
し
、
地
域
社
会
を
活
性
化
し
、
ハ
ワ

イ
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
よ
り
強
固
に
し
て
い
く
こ
と
を
主

軸
に
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
１
年
に
ホ
ノ
ル
ル
で
ア
ジ

ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議
が
開
催
さ
れ
た
時
に
、
ハ

ワ
イ
州
政
府
、
文
化
・
経
済
・
学
術
団
体
等
に
よ
り

「
ハ
ワ
イ
グ
リ
ー
ン
グ
ロ
ー
ス
」
と
い
う
任
意
団
体

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。「
ハ
ワ
イ
グ
リ
ー
ン
グ
ロ
ー
ス
」

は
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
の
た
め
に
ハ
ワ
イ
版

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
「
ア
ロ
ハ
プ
ラ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
構
築
し
、

２
０
３
０
年
目
標
に
む
け
た
達
成
状
況
を
確
認
す
る

た
め
の
共
同
指
標
「
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
」
を
開
発
し

ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
州
の
社
会
目
標
に
沿
っ
て
各
産
業
と

住
民
が
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

直
近
の
「
ハ
ワ
イ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
２
０
２
０-

２
０
２
５
」
は
、
州
民
と
旅
行
者
の
満
足
度
を
高
め

る
持
続
可
能
な
観
光
業
を
目
指
し
、
自
然
資
源
、
伝

統
文
化
、
地
域
社
会
、
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

４
つ
の
「
柱
」
を
中
心
に
編
成
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

主
要
業
績
評
価
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
は
訪
問
者
数
で
計

測
す
る
の
で
は
な
く
、「
住
民
の
満
足
度
」、「
旅
行
者

の
満
足
度
」、「
１
日
の
旅
行
者
の
平
均
消
費
額
」、「
総

旅
行
者
消
費
額
」
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

直
後
に
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
な
り
、
航
空
会

社
の
運
航
が
止
ま
り
、
島
外
か
ら
旅
行
者
が
来
ら
れ

な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
経
済
的
な
打
撃
は
大
き

か
っ
た
も
の
の
、
自
然
環
境
の
改
善
が
見
ら
れ
観
光

業
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
た
社
会
問
題
が
改
善
さ
れ
ま
し

た
。
ハ
ワ
イ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
（
略
Ｈ

Ｔ
Ａ
、
注
１
）
は
、
カ
ウ
ア
イ
島
、
マ
ウ
イ
・
ヌ
イ
（
マ

ウ
イ
島
、
モ
ロ
カ
イ
島
、
ラ
ナ
イ
島
）、
オ
ア
フ
島
、

ハ
ワ
イ
島
の
各
郡
お
よ
び
各
島
の
観
光
局
と
協
力
し
、

２
０
２
１
年
か
ら
２
０
２
３
年
ま
で
の
３
年
間
で
観

光
産
業
の
安
定
化
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
の
回
復
、
そ

し
て
各
島
が
望
む
観
光
産
業
へ
の
再
構
築
の
た
め
の

地
域
密
着
型
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
観
光
の
再
建
、

再
定
義
、
方
向
性
の
再
設
定
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
頃
か
ら
こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基

づ
い
た
具
体
的
な
取
組
が
始
ま
り
ま
し
た
。
住
民
、

旅
行
者
が
と
も
に
満
足
す
る
持
続
可
能
な
観
光
の
取

組
の
一
例
と
し
て
、
カ
ウ
ア
イ
島
の
ハ
エ
ナ
州
立
公
園
、

マ
ウ
イ
島
の
ワ
イ
ア
ナ
パ
ナ
パ
州
立
公
園
、
オ
ア
フ
島

の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
州
立
自
然
記
念
碑
公
園
と

ハ
ナ
ウ
マ
湾
自
然
保
護
区
で
事
前
予
約
制
を
導
入
し

た
こ
と
で
、
周
辺
地
域
で
深
刻
化
し
て
い
た
観
光
に

8
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よ
る
交
通
渋
滞
の
解
消
や
自
然
へ
の
負
荷
軽
減
、
雇

用
促
進
な
ど
地
元
住
民
の
生
活
環
境
が
改
善
す
る
と

い
っ
た
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
民
が
観

光
に
関
わ
り
地
域
を
適
切
に
管
理
す
る
ス
チ
ュ
ワ
ー

ト
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
や
教
育
事
業
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
適
切
に
管
理
さ
れ
た
環
境
に
旅
行
者
も

快
適
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
高
評
価
を
得
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
現
在
に
お
い
て
は
、

米
国
本
土
か
ら
の
急
激
な
旅
行
者
増
、
こ
れ
ま
で
と

は
異
な
る
客
層
の
訪
問
、
環
境
の
変
化
等
が
あ
り
、

具
体
的
な
成
果
は
ま
だ
数
値
に
表
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
認
知
度
は
少
し
ず
つ
伸
び
て
き
て
お
り
、

住
民
と
旅
行
者
の
軋
轢
を
回
避
す
る
た
め
の
観
光
管

理
の
成
果
が
今
後
見
え
て
く
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
に
ハ
ワ
イ
諸
島
へ
の
訪
問
者
数

は
過
去
最
高
の
１
０
３
８
万
人
に
達
し
ま
し
た
。

１
７
７
億
５
千
万
ド
ル
の
経
済
効
果
を
も
た
ら
し
、

20
億
７
千
万
ド
ル
の
税
収
入
、
21
万
６
千
人
の
雇
用

を
支
え
て
い
ま
す
。
観
光
業
は
ハ
ワ
イ
州
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
16
％
を
占
め
、
ハ
ワ
イ
に
と
っ
て
重
要

な
産
業
で
す
。
一
方
で
訪
問
者
数
の
増
加
等
は
、
一
部

の
観
光
地
や
地
域
社
会
の
環
境
に
負
荷
を
与
え
る
要

因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｔ
Ａ
は
住
民
の
意
識
は

健
全
な
観
光
産
業
を
維
持
す
る
た
め
に
重
要
な
要
素

と
考
え
、
１
９
８
８
年
か
ら
定
期
的
に
観
光
に
対
す

る
住
民
意
識
調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
旅
行

者
数
が
増
え
る
に
つ
れ
観
光
業
に
対
す
る
住
民
の
意

識
が
低
下
し
ま
し
た
。
Ｈ
Ｔ
Ａ
は
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

２
０
２
０
〜
２
０
２
５
に
お
い
て
「
住
民
の
満
足
度
」

を
高
め
る
こ
と
を
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
設
定
し
ま
し
た
。

　

直
近
の
２
０
２
３
年
春
に
実
施
し
た
住
民
の
意
識

調
査
で
は
「
観
光
は
問
題
よ
り
も
利
益
を
も
た
ら
す
」

と
回
答
し
た
住
民
は
全
体
の
半
分
で
し
た
（
右
グ
ラ

フ
）。
ま
た
、
住
民
の
間
で
観
光
が
引
き
起
こ
す
問
題

と
し
て
、「
環
境
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
」（
75
％
）、「
過
密

状
態
」（
74
％
）、「
物
価
の
高
騰
／
生
活
費
の
上
昇
」

（
73
％
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ

ら
の
背
景
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
本
土
か
ら
の
リ
ベ
ン

ジ
旅
行
に
よ
る
急
激
な
観
光
客
の
来
島
や
初
め
て
訪

れ
る
フ
ァ
ー
ス
ト
タ
イ
マ
ー
が
増
え
た
こ
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
影
響
で
地
域
住
民
の
生
活
等
に
悪
影
響
が
で
た
こ

と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
絡
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
近
年
、
旅
行
者
が
地
元
の
人
や
生
活
文

化
に
触
れ
あ
い
、
環
境
を
よ
り
良
い
状
態
へ
再
生
す
る

こ
と
に
貢
献
で
き
る
ツ
ア
ー
や
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
活

動
等
に
参
加
で
き
る
再
生
型
観
光
（
リ
ジ
ェ
ネ
レ
テ
ィ

ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
２
０
２
３
年
に
は
、
Ｈ
Ｔ
Ａ
は
、

旅
行
者
の
安
全
上
の
理
由
や
ハ
ワ
イ
の
自
然
や
文
化

史
跡
の
保
護
、
そ
し
て
地
域
や
住
民
へ
の
配
慮
が
必

要
な
「
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
＆
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」
の
地
図
を
作
成
し
、
旅
行
業
界
や
メ

デ
ィ
ア
へ
の
公
開
を
通
じ
て
、

ハ
ワ
イ
が
取
り
組
ん
で
い
る
持

続
可
能
な
観
光
業
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

オ
ア
フ
島
北
東
部
に
位
置
す

る
「
ク
ア
ロ
ア
ラ
ン
チ
・ハ
ワ
イ

（
以
下
ク
ア
ロ
ア
）」
は
、
か

つ
て
は
王
族
し
か
入
る
こ
と
が

許
さ
れ
な
か
っ
た
神
聖
な
土
地

で
し
た
が
、
現
在
は
４
千
エ
ー

カ
ー
の
私
有
自
然
保
護
区
を

維
持
し
、
乗
馬
や
ロ
ケ
地
ツ

ア
ー
な
ど
、
様
々
な
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

観
光
業
、
地
元
の
子
供
た
ち
へ

の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
、

農
業
や
魚
介
類
の
養
殖
、
自
然
資
源
の
保
護
、
グ
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
、
廃
棄
物
削
減
な
ど
の
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
新
た
に「
マ
ラ
マ
体
験
ツ
ア
ー
」を
始
め
ま
し
た
。

旅
行
者
が
、
ク
ア
ロ
ア
の
敷
地
内
に
あ
る
ク
ア
ロ
ア
、

ハ
キ
プ
ウ
、
カ
ア
ア
ヴ
ァ
の
３
区
画
で
、
ハ
ワ
イ
の
伝

統
的
な
土
地
の
仕
組
み
や
持
続
可
能
な
生
活
の
知
恵
、

食
文
化
に
つ
い
て
体
験
し
な
が
ら
学
ぶ
ツ
ア
ー
で
、
古

代
の
人
々
の
知
恵
や
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
暮
ら
し
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ハ
ワ
イ
に
来
た
際
は
ぜ
ひ
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

アクセス
ハワイへは羽田空港及び成田国際空港からは毎日直行便が運航してい
るほか、関西・中部国際空港や福岡空港からも直行便が出ています。
オアフ島にあるダニエル・Ｋ・イノウエ国際空港までは日本からおよそ
7時間程度です。

連絡先
https://www.allhawaii.jp

 HAWAI I̒

9

ミツエ・ヴァーレイ（ハワイ州観光局 日本支局 局長）

住民も旅行者も満足
する観光地を目指す
ハワイの取り組み

ダイヤモンドヘッド ©️Hawaii Tourism Authority _ Vincent Lim

ハワイ州・
アメリカ合衆国

世界の
エコツーリズム
サイト

地
域
住
民
と
旅
行
者
の
満
足
度
を
高
め
る

持
続
可
能
な
観
光
業
を
目
指
す

「
ハ
ワ
イ
の
観
光
戦
略
」

観
光
戦
略
の
主
要
業
績
評
価
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）

と
し
て
の
「
住
民
の
満
足
度
」

ハナウマ湾自然保護区（入場エリア、海洋教育センターでの展示や来場者の教育ビデオ視聴の様子）©️ ハワイ州観光局

観光業に対する住民の意識の推移

思
い
や
り
の
心
で
ハ
ワ
イ
の

伝
統
や
文
化
を
受
け
入
れ
る

「
マ
ラ
マ
ハ
ワ
イ
」
の

体
験
ツ
ア
ー

注１）HTA：ハワイ最大の雇用を創出する観光産業を戦略的に支援、管理するために 1998 年に設立されたハワイ州の観光振興機関

クアロアランチの
マラマ体験ツアー

ハエナ州立公園

クアロアランチ
ハナウマ湾自然保護区

ワイアナパナパ州立公園ダイヤモンドヘッド
　州立自然記念碑公園

出典：「2023 年春のハワイ住民意識調査」

・調査対象：ハワイ州 12 地域（1960 サンプル）
・調査方法：調査会社による電話インタビュー（24％）及びオンライン調査（76％）
・調査期間：2023 年５月５日 - ６月 22 日

観光客到着数住民の満足度

50%

1,000,000

5,000,000

10,000,000

（人）

ハワイの島々

オアフ島

カウアイ島

ハワイ島

マウイ島

モロカイ島

ラナイ島



 

エ
コ
ツ
ア
ー
市
場
の

年
間
参
加
率
は
１
～
５
％

　

少
し
古
い
デ
ー
タ
に
な
り
ま
す
が
、
過

去
１
年
間
の
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
経
験
率

は
、
２
０
１
６
年
で
０
・
９
％
（
注
１
）
で

し
た
。
日
本
人
の
１
０
０
人
に
１
人
、
約

１
２
０
万
人
が
１
年
に
１
回
以
上
エ
コ
ツ

ア
ー
に
参
加
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一

方
、
エ
コ
ツ
ア
ー
以
外
の
ま
ち
歩
き
や
、

陶
芸
体
験
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
も
含
め
た
現
地
ツ
ア
ー
や
オ
プ

シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以

下
、
現
地
ツ
ア
ー
等
）
と
な
る
と
、
参
加

経
験
率
は
約
５
倍
の
５
・
３
％
（
２
０
１
６

年
）（
注
２
）
に
な
り
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
、
自
然
環
境
だ
け
で
な
く
歴
史
文

化
も
対
象
に
含
ま
れ
る
広
い
概
念
で
あ
り
、

エ
コ
ツ
ア
ー
と
認
識
せ
ず
に
参
加
し
て
い

る
人
も
い
る
こ
と
か
ら
、
エ
コ
ツ
ア
ー
市

場
に
お
け
る
年
間
参
加
率
は
１
～
５
％
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

現
地
ツ
ア
ー
等
参
加
者
は

旅
行
単
価
が
高
く
泊
数
も
長
い

　

次
に
、
エ
コ
ツ
ア
ー
を
経
済
的
な
側
面

か
ら
み
る
と
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
旅
行
に
か
か
っ
た
総
額

を
、
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参
加
者
し
た
人
・

参
加
し
て
い
な
い
人
別
に
見
た
も
の
を
図

１
に
示
し
ま
し
た
。
現
地
ツ
ア
ー
等
参
加

者
の
旅
行
総
額
の
最
頻
値
は
５
～
７
万
円

未
満
、
平
均
単
価
７
・
７
万
円
に
対
し
、

非
参
加
者
の
最
頻
値
は
２
～
３
万
円
未

満
、
平
均
単
価
は
５
・
０
万
円
。
ご
く
単

純
な
試
算
に
は
な
り
ま
す
が
、現
地
ツ
ア
ー

等
が
も
た
ら
す
経
済
面
で
の
イ
ン
パ
ク
ト

と
し
て
、
旅
行
単
価
に
２
・
７
万
円
の
差
が

あ
り
ま
し
た
。
現
地
ツ
ア
ー
等
の
参
加
有

無
別
に
宿
泊
数
の
違
い
を
見
て
み
る
と（
図

２
）、
現
地
ツ
ア
ー
等
参
加
者
は
平
均
２
・

44
泊
に
対
し
、
非
参
加
者
は
平
均
１
・
77

泊
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
現
地

ツ
ア
ー
等
参
加
者
は
、
非
参
加
者
に
比
べ
、

旅
行
単
価
が
高
く
、
泊
数
も
長
く
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
泊
数
を
揃
え
て
旅
行

単
価
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
泊

数
に
お
い
て
も
、
現
地
ツ
ア
ー
等
参
加
者

の
方
が
高
い
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た

（
図
３
）。
例
え
ば
１
泊
で
比
較
す
る
と
、

現
地
ツ
ア
ー
等
参
加
者
と
非
参
加
者
と
で

７
千
円
の
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。
本
調
査

で
は
費
目
の
内
訳
は
把
握
で
き
て
い
ま
せ

ん
が
、
こ
の
差
額
は
、
現
地
ツ
ア
ー
等
の

参
加
費
に
充
て
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な

く
、
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
経
験
に
よ
っ
て
触
発

さ
れ
た
地
域
へ
の
興
味
・
関
心
や
思
い
か

ら
、
地
域
で
の
飲
食
や
土
産
な
ど
の
消
費

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

現 場から
エコツーリズムの

エコツアー等の市場規模
～エコツアーがもたらす
　経済効果について　

100

　2023年12月2日（土）に「第15回全
国エコツーリズム学生シンポジウム」を
立教大学池袋キャンパスにて開催しまし
た。昨年の第14回開催に引き続き、今年
も対面開催をすることが出来ました。日
本各地から応募があり、多様な発表が見
られました。

基調講演、日本航空の
「パートナーシップで進める
エコツーリズム」

　基調講演では「パートナーシップで進
めるエコツーリズム」というテーマで日
本航空株式会社の越智様にご登壇いた
だきました。学生のシンポジウムですが、
企業がエコツーリズムや環境保全に対し
てどのような考えや、取組を行っているの
かを知るため、越智様にお話をいただき
ました。日本航空が地域や地元企業など
と連携し、観光資源の掘り起こしから、
現地での受入体制の確立まで一貫して
取り組んでいて、非航空事業の側面でか
なり力を入れている姿が印象的でした。
また、移動を通じた関係・つながりを創
造することで社会的・経済的価値を創出
し、企業価値の向上につなげるという理
念を、日々の取組や実践を通じて体現し

ていると感じた基調講演でした。

日本、海外、そしてテクノロジー
分野の多様な研究発表

　今年度の研究発表では4組の学生が登
壇しました。昨年からさらに研究を重ね
てパワーアップした事例を紹介した学生
や、テクノロジーと観光という今までにあ
まり類を見ない独創的な発表をした学生
もいました。地域課題を見つけ、それを解
決するために学生の視点のアイデアを形
にし、実行に移すという彼らの行動力が
あるからこそ、シンポジウムという舞台で
も自信を持って取り組むパワーがあるの
だと深く感じました。各発表者がユニー
クなアイデアを堂 と々伝える姿勢に感銘
し、同じ学生として心打たれるものがあり
ました。

高校生を迎えた
初めてのポスターセッション

　ポスターセッションでは、初の試みと
なる高校生の参加枠を設けました。高校
生らしい純粋な心持
ちでエコツーリズム
とは何かを考えてい

る姿がとても印象的でした。11組の学生
ポスターを準備して発表しましたが、各ポ
スター前で興味深い質問や議論が交わさ
れており、時間ギリギリまで盛り上がって
いたことが、運営の立場として何よりもや
りがいを感じた瞬間でした。
　コロナウイルス感染症の拡大がおさま
りを見せつつあるなかで学生シンポジウ
ムを無事開催することができました。基
調講演いただいた日本航空の越智様を
はじめ、関係者、参加者の皆様へのお礼
を申し上げます。今後はイベントやエコツ
アー参加などコロナ禍前の本来の学生部
の活動を行えるよう、盛り上げながら学
生部の規模を大きくしていきたいと思い
ます。

JES
 Student  
Member 第15 回全国エコツーリズム学生シンポジウム開催報告

未来につなげるエコツーリズム

学生部会メンバー募集中！
・観光やエコツーリズムに関心がある・シンポジウムの運営をしてみたい！

という方は学生部会まで個別にご連絡ください♪
一緒にシンポジウムを盛り上げましょう！

文：宮田 裕太（立教大学 観光学部 交流文化学科 4 年　JES 学生部会）

JES 学生部会の活動

五木田 玲子
公益財団法人日本交通公社	観光研究部	市場調査領域	上席主任研究員
専門は旅行市場分析、観光統計、地域資源の活用

江上ふく（熊本出身）

小林真歩子（埼玉出身）

研究発表

五木田 玲子

季刊 ECO ツーリズム Vol.26  No.2  Winter 2024 1011

（注１）　（公財）日本交通公社「JTBF旅行意識調査」
（注2）　トリップベースの現地ツアー等参加率に旅行経験率を乗じ、平均旅行回数で除	

して算出した。現地ツアー等参加率：（公財）日本交通公社「JTBF旅行実態調査」
/旅行経験率・平均旅行回数：観光庁「旅行・観光消費動向調査」

※本原稿は、（公財）日本交通公社機関誌『観光文化』258号「特集3	エコツーリズムがもたらすこと」の一部を加筆編集したものである。

0 5 10 15 20（%)

1 万円未満

1泊

2泊

3泊

4泊

5泊

6泊

7泊以上

1万円以上～
2万円未満
2万円以上～
3万円未満
3万円以上～
4万円未満
4万円以上～
5万円未満
5万円以上～
7万円未満
7万円以上～
10 万円未満
10 万円以上～
15 万円未満
15 万円以上～
20 万円未満
20 万円以上～

現地ツアー等参加ありの旅行単価　7.7 万円
現地ツアー等参加なしの旅行単価　5.0 万円

現地ツアー等参加ありの泊数　2.44 泊
現地ツアー等参加なしの泊数　1.77 泊

参加した
参加していない

参加した
参加していない

0 10 20 30 40 50 60（％）

0

3

6

9

12

15
参加した
参加していない

1泊 2泊 3泊 4泊 5泊以上

（万円）

図 1　現地ツアー等参加有無×旅行単価

図 2　現地ツアー等参加有無×泊数

図 3　現地ツアー等参加有無×泊数別旅行単価

出典：公益財団法人日本交通公社「JTBF 旅行実態調査（2019）」より作成

出典：公益財団法人日本交通公社「JTBF 旅行実態調査（2019）」より作成

出典：公益財団法人日本交通公社「JTBF 旅行実態調査（2019）」より作成
集合写真

ポスターセッション

基調講演

新規メンバー
募集中！
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【
沖
縄
県
北
部
】
沖
縄
県
や
ん
ば
る
の

森
で
は
、
生
い
茂
る
木
々
の
間
を
歩
き
、

岩
場
を
飛
び
越
え
、
川
で
泳
ぐ
、
野
性

味
あ
ふ
れ
る
冒
険
を
。
天
候
条
件
や
お

客
様
の
体
力
に
合
わ
せ
て
、
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
ル
ー
ト
を
選
択
す
る
の
で
、

安
心
し
て
や
ん
ば
る
の
森
を
堪
能
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。

【
白
神
山
地
】
白
神
山
地
の
恵
み
を
活

か
し
た
至
高
の
一
品
「
白
神
焙
煎
炭
焼

珈
琲
」
の
焙
煎
体
験
。
地
元
産
の
リ
ン

ゴ
の
剪
定
枝
や
木
炭
を
用
い
て
炭
焼
き

焙
煎
さ
れ
、
遠
赤
外
線
効
果
で
芯
か
ら

ふ
っ
く
ら
と
し
た
豆
を
実
現
。
そ
の
結

果
、
香
り
高
く
ま
ろ
や
か
な
味
わ
い
が

特
徴
で
す
。
白
神
山
地
の
超
軟
水
を
使

用
し
、
老
舗
の
技
術
で
淹
れ
る
こ
と
で
、

一
級
品
の
味
と
香
り
を
提
供
し
ま
す
。

地
域
の
素
材
と
伝
統
を
生
か
し
た
唯
一

無
二
の
コ
ー
ヒ
ー
焙
煎
体
験
で
す
。

柳瀬 正大（アソビュー株式会社）

「
ア
ソ
ビ
ュ
ー
！
」
掲
載

や
ん
ば
る
・
白
神
山
地
の

極
上
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス

自然の特徴
やんばる

生物多様性
白神山地

生態系

自然の特徴
やんばる

生物多様性
白神山地

生態系

YaMbaru

　

そ
ら
ま
め
キ
ッ
ズ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

は
、
子
ど
も
専
門
の
体
験
型
ツ
ア
ー
を

企
画
・
実
施
し
て
い
る
旅
行
会
社
で
す
。

北
は
北
海
道
、
南
は
沖
縄
ま
で
、
日
本

全
国
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
の
、
野
外
体

験
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
中
。

　

屋
久
島
大
冒
険
キ
ャ
ン
プ
で
は
、『
縄

文
杉
』
に
代
表
さ
れ
る
太
古
の
木
々
に

覆
わ
れ
た
圧
倒
的
ス
ケ
ー
ル
の
山
と
森

を
体
感
。
樹
齢
７
０
０
０
年
の
縄
文
杉

を
目
指
し
ま
す
。
各
種
体
験
に
は
、
現

地
ガ
イ
ド
や
そ
ら
ま
め
キ
ッ
ズ
の
引
率

が
つ
き
、
お
子
様
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ

て
体
験
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

長沼 温実（株式会社そらまめキッズツアー）

「
そ
ら
ま
め
キ
ッ
ズ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
企
画

世
界
自
然
遺
産
・
太
古
の
森
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

２
０
２
４
そ
ら
ま
め
屋
久
島

大
冒
険
キ
ャ
ン
プ

自然の特徴
やんばる

生物多様性
白神山地

生態系

自然の特徴
屋久島
自然美
生態系

ツアー情報

　

船
で
し
か
行
け
な
い
世
界
自
然
遺

産
、
小
笠
原
諸
島
。
底
抜
け
に
明
る
い

海
の
青
を
指
し
て
「
ボ
ニ
ン
ブ
ル
ー
」

と
呼
ば
れ
る
海
で
す
が
、
夏
は
そ
れ
が

最
も
感
じ
ら
れ
る
季
節
で
す
。
今
回
は

父
島
に
１
泊
停
泊
し
、
多
く
の
寄
港
地

観
光
を
通
し
て
「
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
小
笠
原
の
大
自
然
を
満
喫
し
て
も
ら

い
た
い
。」
そ
ん
な
熱
い
想
い
を
企
画
に

込
め
ま
し
た
。
絶
滅
危
惧
種
ア
オ
ウ
ミ

ガ
メ
の
保
全
活
動
に
参
画
し
た
放
流
イ

ベ
ン
ト
も
必
見
で
す
！
豪
華
客
船
に
っ

ぽ
ん
丸
に
乗
船
し
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ス
タ
ッ
フ

と
と
も
に
優
雅
な
船
旅
へ
ご
一
緒
し
ま

せ
ん
か
？

渡部 凌（株式会社 JTB  ロイヤルロード事業部）

「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ロ
イ
ヤ
ル
ロ
ー
ド
」
企
画

Ｊ
Ｔ
Ｂ
チ
ャ
ー
タ
ー
ク
ル
ー
ズ 

に
っ
ぽ
ん
丸
で
航
く

小
笠
原
ク
ル
ー
ズ
６
日
間

自然の特徴

　
「
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
カ
ヌ
ー
」
と
「
半

潜
水
式
水
中
観
光
船
」
の
選
べ
る
体
験

を
通
し
て
奄
美
大
島
の
自
然
を
感
じ
、

癒
さ
れ
る
３
日
間
の
旅
行
に
な
り
ま
す
。

「
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
カ
ヌ
ー
」
は
、
広
大

な
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
で
し
か
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
貴
重
な
自
然
や
生
物
を
間
近

で
見
ら
れ
ま
す
。「
半
潜
水
式
水
中
観

光
船
」
は
、
美
し
い
珊
瑚
礁
や
熱
帯
魚

の
群
れ
な
ど
の
豊
か
な
水
中
世
界
を
間

近
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
静
か

な
森
と
美
し
い
海
に
囲
ま
れ
た
隠
れ
家

リ
ゾ
ー
ト
「
ホ
テ
ル
カ
レ
ッ
タ
」
に
宿

泊
で
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。

今井紗希（HIS 関西国内企画）

AMAMI-
Oshima

「
Ｈ
Ｉ
Ｓ
」
企
画

「
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
カ
ヌ
ー
」ま
た
は

「
半
潜
水
式
水
中
観
光
船
」で

自
然
を
楽
し
む
奄
美
大
島 

自然の特徴
やんばる

生物多様性
白神山地

生態系

自然の特徴

奄美大島
生物多様性

Ogasawara

小笠原諸島
生態系

ツアー情報

ツアー情報

Yakushima

　

野
生
動
物
の
楽
園
と
称
さ
れ
る
知
床
。
彼
ら
の
生
息

す
る
森
や
海
に
お
邪
魔
し
、
彼
ら
の
生
活
に
影
響
が
な

い
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
、
専
門
ガ
イ
ド
と
共
に
世
界
遺

産
登
録
の
所
以
と
な
っ
た
知
床
の
野
生
動
物
を
観
察
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
海
に
出
れ
ば
シ
ャ
チ
や
ク
ジ
ラ
を
間

近
で
観
察
で
き
、
森
を
歩
け
ば
ヒ
グ
マ
や
エ
ゾ
シ
カ
の

生
活
跡
に
触
れ
る
事
が
で
き
ま
す
。

　

世
界
で
も
類
を
見
な
い
特
異
な
生
態
系
を
持
つ
、
あ

り
の
ま
ま
の
知
床
を
存
分
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

熊倉 隆太（HIS エコツアーデスク）

「
Ｈ
Ｉ
Ｓ
エ
コ
ツ
ア
ー
デ
ス
ク
」
企
画

森
と
海
か
ら
野
生
動
物
の

楽
園
を
感
じ
る
！

世
界
遺
産 

知
床
３
日
間

自然の特徴
やんばる

生物多様性
白神山地

生態系

自然の特徴
知床

生態系
生物多様性

ツアー情報

SHIRETOKO

東京都と公益財団法人東京観光財団は、国内の世界自然遺産登録地の
ある北海道、青森県、秋田県、鹿児島県、沖縄県と連携し、世界自然
遺産のブランドイメージを活用した観光振興事業を実施しています。本
ページで紹介しているツアーやアクティビティ等は本事業を通じて旅行
会社が企画したものです。詳細や申込についてはそれぞれの旅行会社
にお問い合わせください。

▼ウェブサイト
   「日本の世界自然遺産」

Shirakami

ツアー情報

▼デジタルパンフレット
  「世界自然遺産で 2030 年
　までにしたい 30 のこと」

背景写真：ウミガメ ©️ 小笠原村観光局季刊 ECO ツーリズム Vol.26  No.2  Winter 2024

日
本
の

世
界
自
然
遺
産
を
旅
す
る

世
界
自
然
遺
産
地
域
への
旅
。
そ
の
旅
の
目
的
は
、
自
然
を
知
り
、
理
解
し
、

楽
し
む
と
同
時
に
、
環
境
保
全
や
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
の
道
の
り
は
、「
自
然
美
」「
地
形
・
地
質
」「
生
態
系
」「
生
物
多
様
性
」
の

４
つ
の
評
価
基
準
の一つ
を
満
た
す
だ
け
で
は
な
く
、

自
然
と
関
わ
り
あ
い
な
が
ら
、
自
然
本
来
の
姿
を
長
く
維
持
し
、
保
護
管
理
し
て
き
た
人
の
歴
史
も
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
有
す
る
自
然
の
特
徴
を
観
察
し
な
が
ら
、

世
界
自
然
遺
産
地
域
を
訪
れ
る
旅
に
出
か
け
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。  

©️ 小笠原村観光局

©️ 小笠原村観光局

©️ 小笠原村観光局
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　3月13日、一般社団法人 日本サステナブルツー
リズムイニシアティブ（JSTI）の設立イベントが
都内で開催されました。JSTIは、JES、アジア太平
洋観光交流センター（APTEC）、日本旅行業協
会（JATA）、JTB総合研究所が発起人となり、事
業者・旅行者・地域住民が連携し合ってツーリズ
ムにおけるサステナビリティを実践するプラット
フォームとして発足。JESから運営役員の山田桂

一郎氏（JTIC.SWISS代表）が理事に就任、同じ
く運営役員の橋本俊哉氏（立教大学観光学部教
授）も理事として参画しています。
　開会の挨拶でJESの会長でもあるJSTIの田川
博己代表理事・会長が、2030年のSDGs目標の達
成に向けて、「観光セクターに携わる業界内外の
関係者が、サステナブル推進に向け、心と想いを
一つにしていく場を作ろうと考えた」と設立の経

緯を説明。設立目的は「サステナブル
ツーリズムの定義に賛同し、ニューノー
マル時代の中で新しい潮流、新領域を
視野に入れながら、その推進に関心の
高い団体が集い、日本のライフスタイ
ルや価値観を踏まえた実践的かつ持
続可能な観光交流のフレームをともに
作り出して普及させ、実践させること
にある」と語り、「長年にわたり持続可
能な地域づくり、環境保全と観光利用
を進めてきた日本エコツーリズム協会

とも連携し、観光事業者や旅行者へ観光地域の
声を届け持続可能な地域づくりを進めたい」と述
べました。
　その後の理事パネルディスカッションにおいて
も、地域の自然環境や歴史、文化、生活を観光で
伝え、自然保全につなげていくエコツーリズムが
既にサステナブルツーリズムの取組事例であるこ
と等ふれられていました。
　JSTIは、４月１日より具体的な活動をスタートさ
せ、初年度はサステナビリティへの理解を深め、
取組を発掘しその輪を広げるための、観光とサス
テナビリティの基本的な考え方を理解する機会
の提供、観光地域でサステナビリティを推進する
人財育成の支援などを行っていきます。

日本サステナブルツーリズムイニシアティブ（JSTI）発足

日本エコツーリズム協会活動報告

　11月27日から3日間にわたり八ヶ岳自然文化
園（長野県原村）にて「エコツーリズムガイド講
習会in八ヶ岳観光圏」を開催しました。講習会
へは北杜市や原村、富士見町、茅野市、小淵沢町
などから23名の参加を得ました。交流会まで含
めたガイド講習会の開催は大変久しぶりでした
が、参加者同士の交流を深めるとても貴重な機
会となりました。

　主催は八ヶ岳観光圏エコツーリズム推進協議
会（以下、協議会）で、八ヶ岳観光圏は北杜市、
富士見町、原村の3市町村を含むエリアを指し、
観光圏整備法に基づき国土交通省から認定を受
けている地域です。
　協議会の事務局は一般社団法人八ヶ岳ツーリ
ズムマネジメントが担っており、3市町村におけ
るエコツーリズム推進のために、八ヶ岳観光圏

戦略会議を母体とし昨年度、協議会が設立され
ました。八ヶ岳ツーリズムマネジメントはDMO
法人であり、マーケティング、マネジメントとエコ
ツーリズムを融合させた取組が可能です。
　今年度は、エコツーリズム推進法に関する勉
強会と、ガイド養成講習会の開催について当会
で受託、実施しました。来年度は、エコツーリズ
ム全体構想の作成に取り組む予定です。

ガイド講習会、エコツーリズム推進法勉強会開催
八ヶ岳観光圏エコツーリズム推進協議会

1

2
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　滋賀県長浜市は琵琶湖の西北岸に位置し、黒
壁の街並みや、天女の羽衣伝説のある竹生島な
どが観光の中心です。新たなコンテンツ開発と
して、これまで観光に活用されてこなかった市
北部の自然や文化を活用したプログラムの開発
と商品化に取り組んできました。環境省のエコ
ツーリズム人材育成研修に参加したのを機に当
会にて、エコツーリズムの視点を取り入れた外
国人向けモニターツアー、ガイド講習会、フォー
ラムの開催などについて企画運営を受託しまし
た。
　これまで観 光が盛んではなかった市北部に
は、琵琶湖の水源となっている森や、鉱山跡地、
自然と共に育まれた集落の暮らし、醬油や酒蔵
など、魅力的な資源があります。これらの資源は

様々な団体や個人によって大切に守られてきま
した。資源を活用するためには住民の理解と利
用のルールが必須です。また、資源を保全維持す
るためには観光の力を取り入れることが求めら
れているとも言えます。
　今年度、外国人向けツアーの商品化に取り組
み、地元ガイドと地域通訳案内士が連携したツ
アーを企画実施しました。細かな点を改善し、観
光協会と連携した広報や集客について体制を整
え恒常的な販売を目指します。
　また、資源を守りながら活用し、経済的な循環
をもたらす仕組みをエコツーリズムの推進を通
して構築していくために、エコツーリズム推進全
体構想の作成を後押ししていきます。

インバウンドの地方誘客や消費拡大に向けた観光コンテンツ造成支援
長浜観光協会

3

国内外の注目を集める
「エコツーリズムの祭典」

　2023 年 9 月 15 日から 3 日間に
わたり、スペインの中央に位置する
カスティージャ・イ・レオン州のル
エスガ村で「エコツーリズムの祭
典」が開催されました。30 人ほど
の住民が暮らす小さなルエスガ村の
一角には、3500㎡の巨大テント 6
基とイベントテント 10 基が設置さ
れ、各地からフードトラックが集結
し、スペイン国内外の旅行会社 15
社が商談会を行ったほか、90 団体
がブースを出展しました。一般来場
者も１万人を超え大盛況でした。ま
た、イベント会場から 30㎞圏内にあ
る宿泊施設は、開催 1 週間前から
100％の稼働率となりました。
　祭典が開催されたルエスガ村は、
スペインの首都マドリードの北に広
がるカスティージャ・イ・レオン州
のパレンシア県に位置しています。
同州は９県で構成されたスペイン最
大の面積を有する自治州のひとつ
で、古代ローマ時代の水道橋がある
セゴビアやスペイン最古の大学があ
るサラマンカなど、ユネスコの世界
遺産を有する街があり、日本でも人
気の高い観光地です。また、同州は
ワインの名産地で、山々に囲まれた
高原が広がり、国立公園２か所、自

然公園 14 か所の他、多くの自然保
護区を有する自然豊かな地域で、積
極的にエコツーリズムのプロモー
ションに取り組んでいます。その一
つが今回紹介する、カスティージャ・
イ・レオン州が州内の市町村等と連
携しながら毎年開催している「エコ
ツーリズムの祭典」で、国内外で年々
注目度が高まっています。
　今年で 6 回目を迎え、州と開催
地ルエスガ村があるパレンシア県の
セルベラ・デ・ピスエルガ市との共
催で行われました。開催の主な目的
は、観光セクターの連携強化や、エ
コツーリズムと農村開発のアイデア
やイニシアチブの推進と広報、関連
企業による商品紹介や商談会の実施
等により、エコツーリズムと農村開
発への関心を高めてもらうことが狙
いです。

テーマは「開発と保全の狭間
にある山の生活」

　第 6 回目のテーマは「開発と保全
の狭間にある山の生活」で、講演、
２本の映画上映のほか、ワークショッ
プやエクスカーションなど体験型の
プログラムが用意され、持続可能な
山岳観光とその保全に焦点を当てた
一般来場者向けのイベントも多数開
催されました。

　地域の若い世代の環境教育の場
としての役割も担っており、学校行
事の一環として地元の子供たち 350
名もイベントに参加し、地域の様々
な魅力やエコツーリズムの取組につ
いて学びました。
　ユニバーサルツーリズムの取組も
盛んで、エクスカーションには車い
す利用者向けのプログラムが設けら
れ約 100 名が参加しました。ガスト
ロノミーもこのイベントの大事な要
素の一つで、チーズやパン、オリー
ブオイル、はちみつなど各地の特産
品やオーガニック食品の試食や販
売、ワインの試飲等も行われました。
　また、世界 15 か国から 2500 作
品が応募した春の「第 6 回自然景

観写真コンクール」の受賞作品の展
示会も会場内で開催されました。
　エコツーリズムを柱とし、関連す
る企業や団体、旅行会社などが一
同に会する機会であり、さらに一般
来場者にとっても様々な体験プログ
ラムや、こだわりの商品を楽しむこ
とができる貴重な場となっており、
祭典は年々存在感を増してきていま
す。次回、第７回目は 2024 年 9 月
18日から22日に同州セゴビア県ラ・
グランハで開催予定です。日本の皆
様の参加をお待ちしております。
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スペインの地方自治体による「エコツーリズムの祭典」開催
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